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強引な御曹司から結婚を迫られ、身も心も支配されてしまいました
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　世界的にも有名な五つ星ホテル、ポラールシュテルン。

　最上階五十三階に位置するエグゼクティブスイートで、私──真嶋ましま雪ゆきは今まで犯したことのないミスに茫然自失としていた。

　どうしよう。どうしよう──。

　ホテルスクールを卒業しこの世界に入って六年、ただひたすら真面目に誠実にお客様に対応してきた。いつかは世界中の五つ星ホテルの中でもトップと言われるニューヨーク支社へ行くのだという夢を抱きながら、どんなクレームにもめげずに尽力してきたつもりだった。

　けれど──。

　五つ星ホテルのコンシェルジュとしてあってはならないことをしてしまった。

　今までどれだけ無理難題を申しつけられたとしても、このホテルを利用している以上私が誠心誠意尽くすべきお客様だと必死に対応してきたのに。

　気が緩んでいた？

　そんなはずはない。

　私はベッドの上のシミ一つないシーツを強く握り締めて唇を噛んだ。恥ずかしくて悔しくて顔を上げられなかった。いっそのこと記憶ごとどこかに飛んでいってくれればまだマシだったのに、昨夜の記憶はしっかりと私の中に残っている。

　ベッドに腰掛けて座る男性が高城たかぎ理仁りひと様であること。高城様は私が担当するエグゼクティブスイートのお客様であることは変えようのない事実だ。

「大変……申し訳ございません」

　兎にも角にも謝るほかない。これで職を失くそうとも文句を言える立場ではないのだ。すべて自分が招いたことだ。

　ベッドが動く気配があった。それだけで大仰に肩が震えてしまう。

「……俺と結婚しろって言ったらどうする？」

　真上から降ってきた言葉に耳を疑った。

　コンシェルジュとして腕がなる──こういう状況でなければそう思っていたかもしれない。

　私は謝る以外にかける言葉が見つからず、ただ下を向いていた。

「顔を上げて。真嶋さん」

　仕方なくおずおずと顔を上げると、一分の隙もないほどにきっちりとスーツを着こなした高城様は、ベッドの端に腰掛け品の良さそうな口元に笑みを浮かべていた。

「わかりません。無理です。できません。ノーと言う言葉は禁句なんだろ？」

　思わずため息が漏れそうになった。

　高城様が……こんなに厄介なお客様だったとは──。














１









　私が働くホテル・ポラールシュテルン東京では、フロントを見渡せる位置にコンシェルジュデスクが配置されていた。

　二十四時間対応ができるよう日勤、夜勤とシフトを組み、夜中でもベストな対応ができるよう従業員の教育がなされている。

　しかし五十二、五十三階にあるエグゼクティブフロアでは各部屋に専属コンシェルジュがつくことになっていて、お客様の都合に合わせたシフトで動いている。

　夜型の人もいれば朝型の人もいて、専属となったからにはお客様のニーズに合わせた行動を要求されるからだ。

　とはいえ、エグゼクティブフロアにお客様が滞在していない時は、三階ロビーのフロントでヘルプをしたり、コンシェルジュデスクでほかのお客様の対応にあたったりしていた。

　人間観察が趣味だなんて仕事病だと友人は言うけれど、仕事にも存分に生かされているのだから誰にも文句は言わせない。

「すみません。２１０１の者なんですけど、あの、こういうのコンシェルジュさんに言っていいかわかんないんだけど……」

　私の前に二十代前半と思われる若い男女のカップルの姿があった。お客様から見えないカウンターの下にあるパソコンに、顧客情報で部屋番号を２１０１と入力した。男性客の名前は佐伯さえき様、カードでの支払いでカード名義が佐伯陽子ようこ様となっているため、カップルだと思っていたが実際はご夫婦のようだ。最近の若い夫婦は結婚指輪をしない場合も多いのか、二人ともアクセサリーの類はつけられていなかった。

「はい。どのようなご用件でしょうか、佐伯様」

　背筋を張りコンシェルジュデスクから立ち上がると、私は和かな笑みを浮かべながら佐伯様に頭を下げた。

「えっと、部屋が暑くて冷房の設定温度を下げたんだけど、そしたらめちゃくちゃ乾燥がひどくて……」

「それは大変申し訳ございません。佐伯様はこれから外出でございますか？」

「え……あ、はい。ちょっと観光に……」

「これから清掃の者が伺いますので、その際加湿器を部屋に置かせていただきます。戻られましたら是非ご使用ください。こちら周辺の観光マップとなっておりますがご利用になりますか？」

　佐伯夫妻はほっとした表情で観光マップを受け取ると、礼を言って去って行った。

「真嶋さん。最近の若い人は観光マップなんて見ないでしょう？　スマートフォンが一台あれば十分ですよ」

　私と同じ制服に身を包んだ同僚の伊勢谷いせやさんが耳打ちをするように告げてきた。伊勢谷さんは私と同じエグゼクティブフロア担当のコンシェルジュで、歳は私の一つ上だ。縁なし眼鏡の奥にある目は細く鋭く、髪は黒く短く揃えられていて一分の隙もない。いかにも優等生といった風貌の男性だ。

　元はフロントクラークだったが、この春からエグゼクティブフロア担当に配属され三ヶ月が経った。

　伊勢谷さんは若いながらもフランスに留学経験があり、エグゼクティブフロアに宿泊するフランス人のお客様から大変重宝されている。ただ、私に対して思うところがあるのか時折厳しい意見を投げかけてくることがある。

「佐伯様はお若いですが、東北からのご旅行でこのホテルに泊まっていらっしゃるようです。以前にこのホテルのご利用はないですし、初めて東京に来たのだと思います。それに先程からずっとホテルの案内板を見ては辺りをキョロキョロしていたので、よく旅館に置いてあるような観光名所のマップを探してるんじゃないかと。スマートフォンで東京、観光って探しても土地勘のない人にはどこが近くてどこが遠いのかわかりにくいですから」

「へぇ、凄い観察力ですね。さすが最年少でエグゼクティブフロア専属のコンシェルジュに抜擢されただけのことはある。先輩、いろいろと教えてくださいね」

「最年少と言ってもまだまだ勉強不足なところはありますから。フランス語だって伊勢谷さんの方が得意でしょう？」

「確かにそうですね」

　伊勢谷さんは褒められて悪い気はしないのか、細い目をさらに細めて冷たい視線で私を見た。プライドの高い男性で、ちょっとしたことで突っかかってくるため、たまに持ち上げて話さないとならないのは正直面倒だった。

「仕事に戻りましょう。フロントが混み始めてます」

　私がフロントへ向かおうとするのを手で制し、伊勢谷さんが駆け足でフロントへと入った。

　ホテル・ポラールシュテルン東京に念願の就職が叶って六年目。周りがやれ結婚だ出産だと騒いでいるこの頃、私には恋愛のれの字もなかった。

　身長は一六〇とそこそこあるものの細身であまり胸が大きくないため、女の子らしい格好は似合わないし興味もない。ホテルの制服が私にとって一番のおしゃれだ。糊の利いたパリッとした黒いスーツは着ていると身も心も引き締まる。

　休みの日は本を読んでいることが多い。コンシェルジュとして本は一番の勉強道具だ。最新のファッション雑誌からヘアカタログ、時には子ども心を掴む本や骨董品の専門書まで、職場近くの寮に帰っても仕事のことで頭がいっぱいなのだ。

　だから自分磨きをしている時間はなく、清潔感は保つようにしているが髪は色も変えず伸ばしっぱなしだ。肩甲骨まで伸びたら切る、を学生時代から繰り返して今に至る。仕事中はずっとアップにしてまとめているから、オフに髪を下ろしていると寮にいても私だと気づかれないことも多かった。

　結婚、出産について考えないこともなかったけれど、二十八にもなって恋愛経験が一度もない。この歳で処女なんて男性からしたらきっと面倒なだけだろう。それに仕事をしている時が一番楽しい。男性にかまけている暇など私にはなかった。

　だからこそ仕事には誇りを持っている。六年でエグゼクティブフロアの担当を任されているのは異例のことだ。コンシェルジュとして認められたからだと自負していた。

　私もフロントのヘルプに入った方がいいだろうかと目を向けると、混雑はいつの間にか解消されていて一人の長身の男性が正面玄関から入ってくるところだった。ドアマンの身長が一七〇センチのはずで、それよりも一〇センチ以上は高いため一八〇は超えているだろう。

　随分と目を惹く男性で、歳は三十を少し超えたぐらいか。背の高さもさることながら思わず仕事も忘れてイケメンと叫びたくなるほどの美貌だ。目鼻立ちがはっきりとしていて日本人離れしている。ダークブラウンの髪が無造作に風に揺れている様や、真っ直ぐにフロントへ向かって歩く姿がモデルのウォーキングのように美しく視線を送らずにはいられない。

　初めて見るお客様だ。こんなに目立つ容姿のお客様を忘れるはずがない。三階ロビーを見回すとそのお客様に目を奪われているのは私だけではなかった。カフェテリアを利用しているほかのお客様からは歓声とも言える黄色い悲鳴があがった。その声に反応し釣られるように皆の視線が、一斉にオーダーメイドと思われるスーツに身を包んだ男性に向けられた。

　ポラールシュテルン東京のチェックインは午後三時から、チェックアウトは十二時までと決まっていた。今はまだ午前中だ。正面玄関から入って来た男性客はチェックアウトに来たわけではないだろう。

　フロントでカードキーを受け取る男性客を見ながら私は確信を持っていた。どの部屋かはわからないが、この時間にチェックインできるとなるとエグゼクティブフロアのお客様以外にいない。

　しかし、前もってエグゼクティブフロアの予約はすべて頭に入っているが、今日の予約はないはずだった。だからこそ私はロビー階にあるコンシェルジュデスクでほかのお客様の対応にあたっているのだ。

　パソコンを開き顧客情報を見る。エグゼクティブフロアにあるスイートルームは全部で五つしかない。どの部屋に泊まるにしても調べるのは簡単だ。それにすぐに私も伊勢谷さんも呼ばれることになるだろう。

「高城……理仁様──滞在一ヶ月？　そんなに長く……あのお客様日本人だったのかしら」

　エグゼクティブフロアに泊まるお客様は資産家や会社経営者が多い。一泊二百万円以上する部屋もあるのだから当たり前だが、私には一生縁のない部屋であった。

　海外の重鎮やハリウッドスターなど一週間単位での利用は珍しくはないが、一ヶ月というのは珍しい。資産家の観光だろうか。しかし、いかにもビジネスマンといった風体の高城様が観光目的だとは到底思えなかった。

「真嶋、手が空いたらちょっといいか」

「はい」

　総支配人に呼ばれ後をついて行くと、先に部屋で待っていたのは伊勢谷さんだった。

「悪いな、忙しいところ」

「いえ。エグゼクティブフロアの高城様の件ですか？」

「ああ、真嶋は話が早くて助かるよ。高城様はエグゼクティブスイートにお泊まりだ。担当は伊勢谷にしてもらうことになった。同じ階の担当だから、君たちで情報共有はしておいてくれ」

「はい」

　全部で五つあるスイートルームは、最上階にあるポラールシュテルンスイートが価格でいえば最高級の部屋であった。高城様が泊まるエグゼクティブスイートは部屋の広さはそう変わらないが、多少作りが異なり同じ最上階にある部屋だが価格が多少落ちる。明日外国から来るお客様がポラールシュテルンスイートを使用することになっていたため、スイートルームを希望する高城様をエグゼクティブスイートへと案内したのだろう。

　伊勢谷さんが高城様の担当ならば私はポラールシュテルンスイートへ泊まるお客様の担当となるはずだ。

「伊勢谷さん。高城様のところにご挨拶へは伺いました？」

　チェックイン後コンシェルジュは折を見て部屋にご挨拶へ伺うことになっている。もちろんその待遇はエグゼクティブフロアのお客様だけだ。

　一ヶ月の滞在ともなれば私とも顔を合わせることも多いはずで、伊勢谷さんがまだ挨拶を済ませていないのであれば一緒に伺おうかと思ったのだ。

「いえこれからです。長期の滞在ですし真嶋さんも一緒に伺いましょう」

「そうですね」

「一ヶ月滞在なんて、高城様はどんな職業の方なんでしょうね」

　伊勢谷さんが口を開いたのは五十三階へと向かうエレベーターの中だった。エグゼクティブフロア直通のエレベーターの中だから伊勢谷さんは口に出したのだろう。本来ならばお客様の噂話などご法度だ。

「旅行が趣味の資産家には見えなかったですね。たまにホテルに缶詰になる小説家の先生もいらっしゃるけど、そういう身なりではなかったし……って噂話はダメですよ」

「超イケメンでしたよね。やっぱり真嶋さんも気になります？　結婚を考える歳ですもんね。お金持ちの男性は要チェックですか？」

　結婚を考える歳なんて人それぞれだし、いくら私がエグゼクティブフロア担当だからといって、宿泊されるお客様を自分の結婚相手として考えるはずがない。

　相手を慮ることをしないため自分の考える道筋が正解だと絶対の自信を持っている、私がもっとも伊勢谷さんを苦手とするところがそれだ。

「確かにモデルとか芸能人みたいなオーラがありましたし、あれだけの美形なら女性は誰でも気になるんじゃないですか？」

「へぇ」

　伊勢谷さんが期待していた答えではなかったのか、不満そうな顔を隠そうともしない。しかしチンと高い音を立ててエレベーターのドアが開くと、伊勢谷さんはコンシェルジュの顔に戻っていた。一応、コンシェルジュとしては優秀なのだ。

　長い廊下を抜けて端にある部屋がエグゼクティブスイートだ。伊勢谷さんがインターフォンを鳴らし姿勢を正した。無言で開けられたドアの向こうから、先程見たばかりの端正な顔が現れた。

「何か？」

「お寛ぎのところ失礼いたします。この度はホテル・ポラールシュテルン東京をご利用いただきありがとうございます。私、当ホテルのコンシェルジュをしております伊勢谷と申します。エグゼクティブラウンジのご利用についての説明とご挨拶に伺いました。こちらは同じくコンシェルジュの真嶋です」

「よろしくお願いいたします」

　伊勢谷さんに続いて頭を下げる。視線が伊勢谷さんではなく私に集中しているような気がして何か失敗したかとハラハラしたが、顔を上げるとすぐに高城様の視線は逸らされた。

「ラウンジって廊下を出て奥にあるスイートルーム専用のバーのことか？」

「さようでございます。お酒だけではなくお食事も楽しんでいただけるようになっております」

「ああ、そう。まあそれはいいんだけど……ちょっといい？」

「はい。何かございましたか？」

　高城様の冷ややかな声色に私はスッと気を引き締めた。もともとの話し方が無愛想なのか、たまたまタイミングが悪く不機嫌なのかは不明だが、こういう〝ちょっといい？〟の後にはクレームが続くことが多い。

「フロントに聞いたら一番いい部屋が空いてないって言うんだが、俺はどこのホテルに泊まる時でも最高の部屋を使うことにしてる。これから仕事で出るから俺が戻るまでの間にどうにかしてくれないか」

「高城様、それは大変申し訳ございませんでした。対応させていただきますので、しばらくお時間頂戴してもよろしいでしょうか」

　伊勢谷さんの謝罪を聞き続いて頭を下げながらも、どうすれば高城様に納得していただけるかを考えていた。

　明日からポラールシュテルンスイートは一週間の予約で使用できない。お客様に部屋の交換を申し出るなんてもってのほかだ。だったらどうする──。

　エグゼクティブラウンジの利用時間などの説明を終えて、伊勢谷さんと打ち合わせを行うことにした。時間はあまりない。仕事で出てくるという高城様は夕食までには戻ると言っていた。

「で、どうしましょうか」

　伊勢谷さんはそう言いながらやれやれと困り顔で天を仰いだ。伊勢谷さん自身が考える気がなさそうに思えて気になったが口には出さなかった。

　お客様の要望をできうる限り叶えるのが私たちの仕事。これしきのことで文句は言えない。それにエグゼクティブフロアに限らず部屋の変更依頼はホテルではよくあることだった。

「そうですね。ポラールシュテルンスイートを空けることはできない。でも……高城様は〝最高の〟と仰ったわ……」

「それが？」

　人によって最高のサービスとは異なるものだ。ならば。

「幸いポラールシュテルンスイートとエグゼクティブスイートは同じ広さでしたよね。ちょっと私に考えがあるんですけど……納得していただけるかはわかりません」

　私の考えを聞かせると伊勢谷さんは確かにと頷いた。

「へぇ、凄いことを考えるものですね。俺は思いつきもしなかったですよ」

　まるで台詞でも読むかのように淡々と告げられた。伊勢谷さんの〝凄い〟という言葉の中に私への尊敬の念が含まれてはいないことは明白だ。

　半ば賭けのようなものだったけれど、コンシェルジュとしての勘のようなものが働いた。きっと大丈夫だと。







「おかえりなさいませ」

　高城様が戻るのを気を引き締めて待っていた私の心臓は、この方法を考えた時からずっと早鐘を打ち続けている。大丈夫だろうかと心配する思いが半分と、早く見て欲しいという期待が半分。

「部屋は変わっていないようだけど」

「ええ、けれどご満足いただけるかと思います」

「そう。それは楽しみにしていていいのかな」

　最高の部屋をと告げられた時の硬い表情とは裏腹に、高城様は本当に楽しそうにそう告げられた。

　カードキーで部屋を開けて高城様を先に通す。入り口で高城様は部屋をぐるりと見回すと、そのまま何も言わずに立ち尽くした。

　チラリとその表情を覗き込むが何を考えているのかはわからない。

「これを考えたのはどっち？」

「私でございます」

　私は頭を下げ、一歩前に出た。ひんしゅくを買うか喜んでいただけるか。

　間近で見つめられると、高城様の瞳は黒ではなく深い緑色であることに気づいた。髪色も染めているのかと思っていたが、近くで見るとそうではないとわかる自然なダークブロンドだ。日本人が美容院で染めてもこうはならない。どこか外国の血が混じっているのかもしれない。

「これはなかなか凄いな。これをたった八時間でやるなんて。でもどうして？　これではただの模様替えのレベルじゃないか？」

　皮肉めいた口調で高城様が言った。

　私が伊勢谷さんに提案したのは〝ただの〟部屋の模様替えだった。ポラールシュテルンスイートとエグゼクティブスイートの差は和室があるかないか。あちらが西洋と東洋のデザインの組み合わせに対して、こちらのエグゼクティブスイートは西洋デザインで統一されていた。

　私はエグゼクティブスイートに琉球畳を運び入れ、部屋の一角に和室を作った。カーテン、テーブルクロス、花瓶、ソファー、照明に至るすべての備品を東洋の物へと変えたのだ。

「高城様は〝最高の〟と仰いました。海外での生活が長いとお見受けしましたので、久しぶりの日本を満喫していただくため最高の部屋にしたつもりです」

「俺が海外生活が長いとどうしてわかった？」

「高城様はＴＯＲＹニューヨーク店の限定販売だった腕時計をされております。文字盤に職人が一つ一つイニシャルを埋め込んでいくため同じ物は二つとない一点物だったと思います。それにスーツは英国製のフルオーダーですね。長身の高城様にとてもお似合いですが、日本ではあまり選ばれないブリティッシュスタイルです。日本にももちろん英国製の生地を扱っているテーラーはありますが、お目にかかった際スーツの内側にあった名前は海外にしかないテーラーのものだったかとお見受けしました」

「正解だ。それに部屋は気に入ったよ。ありがとう。真嶋さんと言ったか？　是非滞在中の専属コンシェルジュは君に任せたいと思ってるんだがいいか？」

「かしこまりました。では、滞在中ご入り用の際はお申しつけください」

　胸の内だけで安堵の息を漏らした。部屋を退出しコンシェルジュ交代を命じられた伊勢谷さんはかなり不満そうではあったが、高城様の前では我慢していたらしい。

「真嶋さんよくわかりましたね。女性なのにさすが最年少でエグゼクエティブフロアを任されるだけのことはありますよね。俺なんて時計、高そうだなとしか思わなかったですよ」

　伊勢谷さんは顔をしかめてそう言った。彼は最年少で、女性なのにと口に出すことが多かった。年齢的にも入社歴も下の私が、エグゼクティブフロアに配属された年数において伊勢谷さんの先輩にあたるのがおもしろくないのだろう。

　角が立たないように上手くやっていかないと。足の引っ張り合いはお客様の迷惑となってしまう。

　しかもこの知識は実生活に何の役にも立っていない。海外ブランドやスーツの勉強をして、実際にテーラーまで赴いて触り心地まで確かめに行った。けれど高級ブランドに手が届くわけではないし、私の身の丈に合わない物だ。

「知識ばっかりあっても仕方ないと思いますよ。私の家はそう裕福だったわけではないので、今までブランド物のスーツとか鞄とか一度も買ったことありませんし、あまりおしゃれにも興味が持てないので」

「美人なのにもったいないですね。って、ああこういうのセクハラなんでしたっけ。失礼しました」

「いいえ。美人と言われて嬉しくない女性はいないでしょう？」

　私がフッと笑うと、伊勢谷さんは目を丸くしていた。続いて私にだけ聞こえるように舌打ちをした。

「どうかしました？」

「いえ……躱し方も一流なのだと感心しただけです」

「本心ですよ」

　皮肉に皮肉で返していたら終わらない。しかし躱しているつもりもないのだが、職業病だろうか。

「ではそういうことにしておきます」

　仕事中にそう無駄話をしているわけにもいかない。私たちは足早にエグゼクティブラウンジへと向かった。

　エグゼクティブフロアにお客様が滞在されている時は、専属コンシェルジュはエグゼクティブラウンジ内にあるコンシェルジュデスクに常駐することになっていた。もちろん階下のコンシェルジュデスクとも連携を取りながら、必要とあれば応援にも行く。

　部屋の問題も解決したし、高城様は外出することが多い仕事のようだ。日中はそう呼ばれることは多くないかもしれない。つまり仕事はこれからだ。

　コンシェルジュデスクから高城様の部屋に内線をかけた。五秒ほど鳴って「はい」とぶっきらぼうな高城様の声が聞こえてきた。

「お寛ぎのところ失礼いたします。コンシェルジュの真嶋でございます」

『ああ、なにか？』

「お夕食はエグゼクティブラウンジにご用意いたしますか？　部屋に運ばせていただくことも可能です」

『ラウンジでいただく。あ、真嶋さん食事はまだ？』

「ええ、まだ頂戴しておりません」

『じゃあ一緒に食べよう』

　高城様は私を困らせる趣味でもあるのだろうか。部屋の一件といい、コンシェルジュとしては腕がなる──が勤務中にお客様と食事を共にすることができるはずはない。

　私が黙り込んでいると、電話の向こうからクスッと笑い声が聞こえてきた。高城様はこの状況を楽しんでおられるのだ。

「ではご一緒させていただきます。申し訳ございませんが一度着替えてから参りますので、エグゼクティブラウンジでお待ちいただいても構いませんか？」

『楽しみにしてるよ』

「では、失礼いたします」

　電話を切って私は急ぎ足でコンシェルジュデスクを後にした。ホテル内にあるレンタルドレス店へと行くためだ。

　エグゼクティブラウンジはドレスコードがある。制服である黒のスーツ姿ではもちろんのこと、私が通勤に利用している服ではとてもじゃないが入ることはできない。

　ホテル内にあるレンタルドレスは結婚式用がメインだが、パーティー用ドレスも数多く用意があった。私ごときが高城様の隣に立っても違和感しかないとは思うが、お客様に恥をかかせることだけはしてはならない。

「真嶋さん？　どうかしました？」

　ロビー直通のエレベーターを待っていると、備品を取りに行っていた伊勢谷さんが下から戻ってくるところだった。私は入れ違いにエレベーターに乗り込み『開』のボタンを押しながら告げた。

「今、伊勢谷さんを呼ぼうと思ってました。申し訳ないんですけど、今日は帰らせてもらってもいいですか？」

「大丈夫ですけど……もしかして高城様から食事へのお誘いでもありました？」

「ええ、まあ」

「へぇ、いつもは上手くお断りするのに珍しいですね。やっぱりああいう人が好きなんじゃないですか。相手は独身男性ですしね」

　急いでなかったらため息が漏れていたところだ。誰が聞いているかもわからない場所でお客様のことをペラペラと。私の無言をどう捉えたのか、伊勢谷さんは話を止める気がないらしい。

「結婚指輪してなかったですし、日に焼けた指輪の後もありませんでしたよ。気づかなかったんですか？」

　そう、不倫相手とホテルを利用する客は結婚指輪を外していることが多い。しかし、指輪の形で日に焼けた跡がくっきりとついているのだ。

　そんな情報を得ていても役に立たないことの方が多いが、癖でいつも見てしまう。高城様が指輪をしていないことももちろん知っていた。

「ではお待たせしているので行ってきます」

　開けたままのエレベーターのドアを閉めてロビー階のボタンを押した。

　伊勢谷さんが言うように、お客様からの食事の誘いも多い。しかしいつもならば上手く角が立たないように断っていたはずだ。どうして行くと言ってしまったのだろう。いくら美形だからって心惹かれているわけでもないのに。

　ブライダル部門のスタッフ──新城あらき美穂みほに事情を話すと、快くドレスを貸してくれた。たまたま時間に余裕があったのかメイクまで施されてしまう。彼女は私の同期で仕事終わりに食事に誘ってくれる数少ない友人でもあった。

「髪もちょっといじるよ～雪ちゃん頑張ってね！」

「相手はお客様。仕事の一環として頑張るわよ」

「も～雪ちゃんは相変わらず固いなぁ。めちゃくちゃいい男なんだから狙っていけばいいのに！　もったいない！　私も雪ちゃんぐらい綺麗だったら絶対その美貌武器にするのにさ～まあ、そういう鼻にかけないところが雪ちゃんの美徳だし私は大好きなんだけど……」

「けど？」

「仕事ばっかりじゃなくて少し恋愛に目を向けてみてもいいんじゃないかなって思う。私もだけどさ。こんな仕事してると人様の結婚を祝うことばっかり増えてきて自分の幸せ考えなくなっちゃうじゃない？　休みだって不規則で、恋人ができても時間が合わないことが多いし」

「美穂ちゃんは毎日花嫁を見てるものね」

「そう！　必死に悔しくないって言い聞かせてるけど、幸せそうだな、羨ましいなって思わなくなったらダメだよ」

「羨ましいか……考えたこともなかったかも。あ……美穂ちゃんごめん。私もう行かないと」

「はい。こっちもできたよ。行ってらっしゃい」

「ありがとう」

　二十八にもなって恋愛の一つもしたことのない自分にはやはり縁のない話だ。

　シンプルな薄紫色のドレスに着替えて靴、鞄の一式を借りた。美穂ちゃんに改めて礼をすると伝え、再びエグゼクティブラウンジへと戻った。

　まさか今日の決断が自分の人生を左右することになるとは考えもせずに。
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「ほら、乾杯」

「はい。いただきます」

　エグゼクティブラウンジには私と高城様以外お客様は一人もいない。あらかじめ予約表も見てきたが、今日のこの時間の予約はなかった。スタッフ以外の誰に見られる心配もないのだから〝高城様の隣に立つ自分〟なんて考える必要のないことだったのだ。

　着飾ってしまった自分が恥ずかしかった。高城様が恥ずかしくないようになんて、そもそもこの食事へのお誘いだって冗談の一つだったかもしれないのに。

　そんな当たり前のことすら考えられなかったなんて信じがたいことだ。

「聞いていいか？」

「はい」

「答えは簡単に予想できるんだが……今日君は仕事で来てる？　それともプライベート？」

「お誘いは大変嬉しく思いますが、このホテル・ポラールシュテルン東京にいる間、私にプライベートはありません」

「本当に予想通りだ。俺は自慢じゃないけど女性に口説き文句を言ってそういう反応をされたことは一度もない。君はおもしろい子だよな」

　何がおもしろいのか不明だが高城様の機嫌は上々のようでホッとする。グラスに入ったアイスティーを一口飲むと、いつも私が飲んでいるペットボトルのアイスティーとの味の違いに驚いた。

「美味しい？」

「はい。驚きました。美味しいです」

　サッパリとした甘さが口の中に広がる。もったいなくてつい一口一口を大事に飲んでいると、目の前の高城様がくつくつと私を見て笑っていた。

「全然隙は見せないのにな。君はふとした時の表情が素直だからか目が離せなくなる」

「ずっと見ていても楽しくないと思いますよ」

「そんなことはないね。このまま部屋に連れ込みたいと考えるぐらいに君は魅力的な女性だ」

　高城様にとっては言葉遊びの一つなのだろう。いちいち私を誘うような言葉をかけて動揺を誘ってくる。そのたびに心臓がドクドクと早鐘を打ち、落ち着かなくなってしまう。百戦錬磨ならば何も私でなくともよいだろうに。恋愛慣れしていない私にはレベルの高過ぎる言葉だ。

　こんな時に思い出さなくてもいいものを、美穂ちゃんに言われた言葉が頭をよぎった。

　狙っていけばいいのに、なんて……私にそんなつもりはない。

　食事が運ばれてくる前に、私のグラスは空になってしまった。緊張していて喉が渇く。頼んでもいないのに同じ飲み物がテーブルに置かれた。パッと前を向くと高城様がどうぞと手を差し出してくる。そんな素振りはなかったのにいつ頼んでくれたのだろう。

「別のがよかったか？」

「いえ。ありがとうございます」

　食事も来ていないうちに飲み物ばかり口にするのもマナーが悪い。私は運ばれて来たアイスティーに一口だけ口をつけるとグラスをテーブルに戻した。

　やはりどうにも喉が渇いてならない。確かにお客様の誘いを受けるのは初めてのことだが、こんなにも緊張するものだろうか。

　あれと首を傾げる。何かおかしい。

　周りの音が徐々に遠ざかっていく。

　頭がクラクラして高城様にかけられる言葉の音がどこか遠くに聞こえた。機械的な手つきで食事を口に運びながらも、私の脈拍は先程よりもずっと速い。

　きちんと決められた休みは取っているし具合が悪いわけでもないのに、身体が熱く頭がはっきりとしない。この状態を私は知っている。でも、まさか──。

「高城様……申し訳……」

「具合でも悪い？　君もしかして酒飲めないのか？　ならどうしてロングアイランド・アイスティーなんて頼んだ。結構度数の強い酒だぞ」

「普通のアイスティーだと……」

　まさかとは思ったが、やはり私が頼んだのはアルコールだったらしい。たまたまアイスティーという字が目に入って頼んでしまった。完全に私の失態だ。

　どうしても体質的にアルコールを受けつけない私は、少しの量でも酩酊状態になってしまう。口当たりがよくてまさかアルコールだと思わなかったため、かなりの量を飲んでしまった。

「コンシェルジュとしては失格だな。けど……酔ったふりなんて女としては最高だよ」

　言われなくともわかっている。お客様の前で酩酊状態になるなんてコンシェルジュとしてだけではなく、ホテルに勤めるものとしてあってはならない。なんだか、自分の不甲斐なさに泣きたくなってきた。女としてどうかなど、この際どうでもよかった。

　椅子から立ち上がることもできず、ようやく意識を保っていられる状態。もう高城様の声も届かない。身体が鉛のように重くなり、私は意識を手放した。







　カチャというグラス同士がぶつかるような音に意識が浮上した。悪夢に追われていたかのように身体は重く頭に鈍い痛みがあった。室内の明るさに開けた目を細めた。光に慣れるまで辺りはぼんやりと霞みがかっているように見えた。

「ん……」

　目の前の光景がやがてはっきりしてくると、寝ている私のすぐ近く真上の位置に高城様の端正な顔があった。驚いて目を見開くと、高城様の心配げな声色が耳に響く。

「大丈夫か？」

　窓の外に見える景色はまだ真っ暗で、壁にかかった時計はレストランにいた時間から五時間程度経過していた。

　そして残念ながら、どういう経緯で私が今ここにいるのかすべて記憶にあった。

　私は勢いよくベッドの上で起き上がりその場で正座の姿勢を取った。

「大変……申し訳ございません」

　シーツに頭を擦りつけるほどに頭を下げた。何度も何度も震えそうになる声を絞りだして、ひたすら平身低頭するしかなかった。

　私は馬鹿だ。

　アルコールに弱いのに、カクテルの名前もきちんと覚えておかなかった私の責任だ。次のオフに読む本は世界カクテル名鑑に決まった。

　いや、そもそもコンシェルジュとして今後働き続けられるかどうかもわからない。何せＶＩＰのお客様相手にとんだ失態を犯してしまったのだ。

　頭の中をひたすら〝どうしよう〟という文字がグルグルと回っている。

　意識を失った私をどうやって運んでくれたのだろう。可能性として高いのは伊勢谷さんを呼び私を運ばせた、だと思うがそれならば伊勢谷さんが私を引き取るはずだ。お客様の部屋に寝かせることは絶対にしない。

　まさか、高城様が私を部屋まで運んでくれたのだろうか。

「本当に……申し訳ございません……」

　あまりの不甲斐なさに涙がこぼれ落ちそうになった。ギュッと唇を噛み締めて両手を揃え頭をシーツに置いたまま泣くものかと目を瞑る。

「黙っておいてやるよ。その代わり……」

　何を言われるのかと緊張で肩が震えた。きっとどんな内容でも私にとっていいことであるはずがない。

「俺と結婚しろって言ったらどうする？」

　聞き間違いだろうか。

　結婚、とは私の知っている結婚？

　ケッコン、血痕──レッコ？　それはイタリアのロンバルディア州にある都市の名前。じゃあ、いったい何。

「顔を上げて。真嶋さん」

「は、はい……」

　私の動揺を誘って楽しんでいるのだとしたら、大成功だ。

　だってこの時の私は、いつもの平常心なんてカケラも持っていなかったのだから。

　おもしろそうに口元に弧を描いて笑う高城様は悪戯を思いついた少年のようだった。

「わかりません。無理です。できません。ノーという言葉は禁句なんだろ？」

　高城様のこの言葉で私の目は覚めた。

　そう。コンシェルジュとしてどれだけの無理難題であろうとも、お客様にわかりません、無理です、できませんと言ってはならない。お客様を否定する言葉は絶対にかけてはならない。入社以来私はそれを違えたことはなかったのだ。

　高城様の言葉でようやくはっきりと目が覚めた。頭が痛かったことも忘れてしまうぐらいの衝撃。

　きっとこの人は楽しんでいらっしゃる──。

　ベッドから立ち上がろうと身じろぐが、隣にいる高城様の手が伸びてきて行かせないと私の手を掴んだ。

　離してくださいとは言えず、仕方なくベッドに座ったまま口を開く。

「では……高城様が私と本当に結婚を望むなら、私のことをもっと知る必要があると思います。私も高城様のことをもっと知らなければならない。お互いのことを知るための時間をいただけますか？」

　身なりからして高城様は会社経営者。それも海外がメインの生活を送っているはずだ。そんな人が私にかまけている時間はない。ようはお互いを知るための時間など高城様にはないということだ。

　結婚したいという話が本心からであれば、滞在中の一ヶ月の間に互いを知るという手もあるが、まさか彼のような人が本気で私に恋心を抱いているはずもない。

　いじめがいのある暇つぶしを見つけたというところだろう。

　からかって楽しんでいるだけだ。

「わかった。じゃあ君のことをこれから知ろう」

「えっ、あ……ちょっと……」

　掴んだ手を強く引かれて目の前に高城様の逞しい胸元があった。ふわりと爽やかな香りが漂う。あ、このパルファムはポルトフィーノだ。香水の名前は頭に浮かぶのに、男性に抱き締められた経験などないからこういう時どうしていいかわからない。突き飛ばすわけにもいかないし、ただ動揺が胸に広がるばかりだ。

「ふっ、初めてコンシェルジュの仮面が外れた。君はそういう顔の方が綺麗だな」

「失礼しましたっ……あの、でも」

「顔真っ赤」

　背中をするりと撫でられると言いようのない感覚が身体に走った。

「……っ」

「男と女が互いを知るにはこういう方法が一番早いと思うけど？」

　高城様の体重がかけられて支えきれなくなった私はベッドに押し倒される形になってしまう。ドクンドクンとうるさく鳴り続ける心臓はキャパオーバーで壊れてしまいそうだ。

　とても平常心とはいいがたかったけれど、一つ深く息を吐き何とか呼吸を落ち着けた。

「あ、愛のない関係は互いを知るに至りません」

「そうか？　身体から始まる恋愛もあるんじゃないか？」

「高城様は身体から始まる恋愛で、心の底から女性のことを好きになったことがあるのですか？」

「ないな」

　重ねられた手に未だ心臓の音は鳴り止まないが、職業病とばかりに口から継いででる言葉は止まらなかった。

「高城様の仰ることもごもっともだと思います。あの……正直に申し上げますと……私は恋愛経験に乏しいので夢見がちなのかもしれません。でも人それぞれ恋愛観は異なっていいと思うのです」

　ピッタリと密着していた身体が離され、深い緑色の瞳が近づいた。

「そうだな。それもいいかもしれない。じゃあ……真嶋さん。俺と少女漫画みたいな恋愛をしてみようか。今は、これで我慢しておいてやるから」

　強く手を掴まれているわけでもないのに、身体が金縛りにあったように動かなかった。熱を帯びた瞳の中に熱に浮かされた私が映った。

　ポルトフィーノの香りに包まれながら、私は自然に目を閉じていた。

　吐息がかかるほどに距離が近づき、やがて柔らかい唇が重なった。チュッと小さく水音が立ったのは、高城様の舌が軽く私の唇に触れたからだ。それだけで私の身体は動揺に震えてしまう。

「……ん」

　無意識に鼻にかかった声が漏れて、あまりの恥ずかしさに重ねられたままの手をギュッと握り締めた。私を落ち着かせるように高城様の指が手のひらをトントンと軽く叩いた。

「ダメ、です……」

「止まらなくなりそうだな。ダメだと言われれば言われるほど、男って生き物は暴きたくなるんだよ」

　再び熱い吐息が唇にかかり甘い口づけが送られた。

　触れるだけのキスは数分にも感じられるほど長く続いた。

　ただ唇が重なっているだけなのにどうしてこんなにもドキドキするのだろう。

　高城様は私をからかっているに過ぎない。少女漫画みたいな恋愛なんて高城様にとってはいい暇つぶしなのだ。もっと上手く躱せるようにならなければ。

　また同じことが起これば私はおかしくなってしまいそうだ──。
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　仕事のことだけを考えようとしていても私が高城様の担当である以上、昨夜のことが頭に浮かんでしまう。あんなキスを忘れられるはずがなかった。

　一人で赤くなったり青くなったりしている私を、伊勢谷さんに不審げに見られてしまう。両手で頬を隠し俯きがちに沈んでいるとトンと肩を叩かれた。

「……さん、真嶋さん。さっきから呼んでるんですけど。眠いなら迷惑なので帰ってくださいよ」

「えっ、あ……いえ。眠いわけでは。すみません、何かありましたか？」

　伊勢谷さんから嫌味を言われても当然だ。今の私は仕事ができる状態ではない。

「あなたがボケっとしてる間に内線が鳴っていました。早くから申し訳ないけど来て欲しい、だそうです」

　誰がとは言われなかった。頭の切り替えができるまで少し休憩を取らせてもらおうかと考えたが、どうやら私の逃げ道はなくなってしまったらしい。

「わかりました。行ってきます」

　インターフォンを鳴らすとドアはすぐに開けられた。パジャマ姿の高城様は壁にもたれかかっている。

「具合が悪いのですか？」

　私は昨夜の気まずさも忘れて高城様の身体を支えた。なるべく体重をかけないようにしてくれているのだろう。寝室まで付き添うと高城様はベッドに倒れこんでしまう。熱はなさそうだがよほど体調が悪いのかもしれない。

「医師の手配をっ」

「いや、いい。ここにいてくれ……あと、水を持ってきてくれるか？」

「はい。ただいま」

　気怠げに話す高城様の身体を起こすのを手伝い、水の入ったグラスを手渡すと辛いのか深く苦しげな呼吸が聞こえた。

「昨日は大丈夫だったか？」

　グラスを一気に傾けた高城様は、口を開くのも億劫だろうに私の心配をしてくれる。しかし忘れかけていた私の脳内に昨夜の記憶が蘇り、無意識に頬が赤らんだ。

「ええ……」

「悪かったな。昨夜も遅かったのに朝早くから」

「いいえ。夜勤で慣れておりますからお気になさらないでください」

　昨夜会った時よりも顔色が悪い。具合の悪さで目が覚めたというわけではなく、どうやら私と別れた後も仕事をしていたようで徹夜続きだったために体調を崩されたらしい。

　無理して食事へと誘ってくれていたのだろうか。やはりいつも通りにお断りするべきだったと今更後悔する。そうすれば少しは休めたかもしれないのに。

「それよりも、医師の手配は本当に必要ありませんか？」

「ああ、大丈夫だ。真嶋さんが一緒にいてくれれば元気になるよ」

　ベッドに横たわった高城様の身体に毛布をかけると、手の甲に口づけられた。キザとも思える仕草すら絵になってしまうのだから、どんな女性でも簡単に落としてしまえそうだ。

「……っ」

　しかし、私などをからかって楽しいのだろうか。

　思わず目を瞑ると全身の神経が手の甲に集中し、高城様の唇の形を想像して頬が熱くなった。

「や、休んでください」

　手を取られたまま言うと高城様の目がゆっくりと閉じられた。高城様の唇がありがとうと動いた気がして、私は小さくおやすみなさいと声をかけた。

　もう少しだけこのままでいたかった。スースーと規則正しい寝息が聞こえてきたのを確認して、私は高城様の手に自らの指を絡ませた。

　理由はわからない。ただ、心配でそばにいたかったのだ。







「……ん」

　マットレスが微かに揺れる振動で目が覚めた。

　いつの間にか私まで眠ってしまったらしい。ハッと顔を上げると、高城様がまだ起きていないようで安堵した。お客様の部屋で寝るなど言語道断なのに、またもや失態を犯すところだった。どうしてか高城様の前ではいつもの私になれないのだ。

　部屋に来た時よりも顔色は良くなっているようだ。大事に至らなくてよかった。

　しかし、本当に綺麗な男性だと思う。

　男らしく骨張った頬に高い鼻梁、間違いなく男性なのにどこか中性的でもあるのは、目を縁取るまつ毛が長いせいかもしれない。

　よく見れば眉もまつ毛も黒ではない。髪色と同じダークブロンドだ。明かりの下ではところどころが金色に光るダークブロンドの髪は、近くで見るとますます稀少な宝石のような輝きを見せていた。

　大人の男の人なのに眠っている姿はなんだか可愛くて、サラリと枕に落ちる前髪に触れたい思いに駆られてしまう。

「綺麗……」

「君に褒めてもらえるとはね」

　考えていたことを無意識に話してしまっていたらしい。

「も、申し訳ございませんっ。お身体の具合はいかがでしょうか？」

「だいぶ良くなった。やっぱり睡眠不足だな。けど、どうして謝る？」

「お客様の外見のことに触れるなど……コンシェルジュ失格です」

「違う。君はホテルにいる間は仕事だと言ったからそのつもりだろうが、俺は恋人の君に看病して欲しくて呼んだんだ。君が言ったんだろう。時間が必要だと」

「恋人としてですか」

　少女漫画みたいな恋愛をしてみようと言ったのは冗談ではなかったのか。それとも滞在中ずっとこうして私をからかい続けるつもりなのか、どちらかわからない。

「どうしていいかわからないって顔だな。とりあえず汗をかいたからシャワーを浴びたい。これ、脱がせてくれるか？」

　高城様はクッと笑い声を立てて自らが着ているパジャマの襟を引っ張った。

　否と言えるはずもなく私は頷きながら手を伸ばした。ボタンに触れる指が震えて上手く外れない。やっとのことで一番上のボタンを外すとパジャマの隙間から鎖骨が覗いて、骨張った身体が男性のものであると私に知らしめる。

「中高生の恋愛でも、これぐらいはするだろ？」

　中腰になっていた私の身体は高城様の太い腕に引き寄せられて、露わになった鎖骨に顔を埋めてしまう。

「うっ……」

　高城様に腕が私の腰に巻きつき逃さないとばかりに強く引き寄せられた。

「脱がせて欲しいと……これではボタンを外せません」

　私の手は高城様の胸の前にあるものの身動き一つできない状態だ。これではボタンに手が届かない。

「じゃあ、俺と君とどちらが早く外せるか勝負な」

「え……」

「用意スタート」

　どういう意味かと高城様を見つめ返すと、ニヤリと口角を上げたまま高城様の片手が私の首元に触れた。

　きっちりと留められたブラウスのボタンが片手で容易く外されていく。

「あ、ちょ……高城様っ」

「ほら、勝負って言っただろ。早くしないと俺が嬉しい結果に終わるぞ」

　そう言いながら高城様は私のジャケットを肩までずり下ろし、さらにボタンに手をかけた。その間に私が外すことができたのはたったの一つで負けは必至だ。

「いい眺めだ」

「悔しいですが私の負けです」

「じゃあ、褒美ぐらいはもらおうか」

「褒美って……んっ」

　高城様の唇に言葉を塞がれた。昨夜の触れるだけのキスとは違って、食べられてしまいそうなほど強く唇が奪われる。

　ぬるりと湿った舌が私の唇の隙間から入り込み、ジュッと溢れる唾液を吸った。

「はぁ……っ、こ……んな」

　こんなキスは高城様への褒美にはならないだろう。私ばかりが気持ちよくて、私へのご褒美みたいだ。ふわふわと宙に浮いているような感覚に頭がクラクラした。

「まだ終わりじゃない」

　再び唇が塞がれてチュッチュと角度を変えて口づけられた。熱を持った舌が下唇を這い歯の上をなぞった。まるでそうしたいと願っているかのように、無意識に私の唇も開いていく。

　吐息が触れる距離で高城様が小さく笑ったのがわかった。高城様にとっては私を陥落されることなどきっと赤子の手を捻るように簡単なのだ。

「ふっ……ん、んっ」

　口づけは徐々に深くなっていく。舌が吸われてジンと痺れるような感覚が身体に走った。大人のキスに朦朧としていると、高城様の手が露わになった私の胸元へと伸びた。

　ブラジャーがずらされて乳房をじかに触れられ、寒くもないのに全身の肌が粟立った。

　クチュッと唾液が絡まる水音に耳からも快感の渦に飲み込まれそうになってしまう。

「あっ……」

「どこもかしこも敏感だな」

　高城様の唇が離れて名残惜しさに声が漏れた。すると耳たぶを甘噛みされ口の中に含まれる。
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「そ、れ……や、ダメ、ですっ」

「嫌？　本当に？」

　熱い舌が耳の中に差し込まれた。あまりに敏感な場所を舐められて全身が戦慄く。

「はっ、あ……」

　耳への愛撫の余韻に浸る間もなく舌が首筋を這い、胸元へ辿り着いた。

「君の声は俺の理性を壊す」

「な、にを仰って……あぁっ」

　高城様の指が強く私の乳頭を引っ張る。上からチロチロと舌で愛撫を加えられて、赤く熟れた二つの実は硬く立ち上がっていた。

「ダ、メですっ……高城様……っ」

「理仁だ。ほら、呼んで」

「り、ひと様」

「二人きりの時はそう呼ばないともっと激しい悪戯するからな」

　私にとってはもう十二分に激しいものだ。これ以上なんておかしくなってしまう。

　涙に濡れた目をそっと開くと、意地悪な言葉とは裏腹にひどく優しげな瞳で見つめられていることに気づいた。

「俺を好きだと言えば、望むことを何でも叶えてやるよ」

「……私はコンシェルジュとして理仁様に仕え、安らげるひと時を過ごして欲しいと願っているだけです」

「それは恋人としての願いじゃないだろ。俺なら、君を住みたいところに住まわせてやれるし、欲しい物は何だって買ってやる。だから、俺だけのものになれよ」

「これ以上……何を望めばいいのか私にはわからないのです」

　恋人としての幸せなど私にはわからない。ただ理仁様にからかわれていると思うと、どうしてか胸のあたりがチクチクと痛むのだ。

　からかわないでください──なんて、コンシェルジュとしてお客様を否定する言葉は決して言えない。

　理仁様が望むなら、滞在中〝恋人役〟をすることが私の仕事だ。

　それ以上にもそれ以下にもなってはならない。最初からわかっていたことだ。それが理仁様の願いでもある。

「仕方ない。今はその顔だけで我慢しておくさ」

　私はいったいどんな顔をしていると言うのだろう。

「もう体調も戻ったようだ。仕事に戻っていい」

　身体に感じていた重みがなくなって、理仁様の身体が離れていった。

　はだけたブラウスのボタンを留められて、ジャケットが肩にかけられた。

「はい。また何かございましたらいつでもご用命ください」

　頭を下げながら唇を噛み締めた。そうしなければ下を向いた時に涙がこぼれ落ちてしまいそうだったから。

　離れていった腕をこんなにも寂しく思うなんて──。
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「真嶋さん！　いい加減にしてください。朝も変だったけど、またおかしいですよ」

　伊勢谷さんに声をかけられていたことにも気づかないほどぼうっとしていた。

　慌てて居住まいを正し目を向けた。

「すみません」

「昨夜は遅かったようですし、今朝も呼び出されていましたからお疲れなのはわかりますけど、これぐらいいつものことでしょう？」

「ええ、申し訳ありません」

「まあ、いいです。先程のフロントから連絡がありました。今日ポラールシュテルンスイートにご家族で宿泊されるジョージ・ロドリゲス様ですが、お召し上がりになれないものがあるそうです。甲殻類アレルギーのようで。俺、ラウンジのレストランに伝えに行ってきます」

「そうですか。では私はホテル内にあるほかのレストランにも連絡事項として伝えます。下には和食の専門店もありますし誤って口にしてしまったら大変ですものね」

「お願いします」

　私はエグゼクティブラウンジにあるパソコンで各レストランにメールを打った。食物アレルギーは万が一その食材を口にしてしまうと命に関わることもある。少しずつ慣らすというアレルギー治療もあるようだが、お客様の要望であってもホテル側が了承することはない。素人が医師もいない状況で手を出してはならないのだ。

　だからレストランスタッフも常にお客様の顧客情報に書かれたアレルギーの項目には注意を払っていた。

　メールを打ち終わったところで伊勢谷さんがエグゼクティブラウンジへと戻ってくる。

「真嶋さん、俺一人でも大丈夫ですから今のうちに自宅に帰って休まれてはいかがですか？　高城様もお出かけのようですし、あなたが呼ばれることもないでしょう？　高城様がお戻りになったら十九時に出勤しますと伝えておきますよ」

　伊勢谷さんから珍しく労わるような優しい言葉がかけられた。

　もしかしたらこんな状態の私にいられる方が迷惑なのかもしれない。けれど、確かに朝からいろいろあり過ぎて疲れていた。甘えさせてもらおうか。昨日も自宅に帰っていない。スタッフ用のシャワールームで汗は流したが、ゆっくりと湯船に浸かりたい気分だった。

「ありがとうございます。では、一度上がらせていただきます」

「お疲れ様でした」







　ホテルの一階は駅と繋がっている。しかし頭を冷やす目的もあって、外の空気を吸いに三階の正面玄関から外に出た。

　ジリジリと照らす太陽の熱がアスファルトに反射して、一瞬で汗が噴き出してくる。やはりそのまま駅へと向かえばよかったと後悔し始めた。これでは頭を冷やすどころではない。

　汗を拭いながら、ふと周りを見て歩く人の少なさに首を傾げた。

　この辺りは少し歩くとビジネス街に出るため、早朝でも人は多い。すでに朝十時を過ぎたというのに人の姿はまばらだ。スマートフォンで日にちを確認してやっと日曜日だと気づいた。

　たまに曜日の感覚がわからなくなってしまうのは仕方がない。日曜日の昼に仕事を終えて帰れることなど滅多にないことだからだ。

　どこかでブランチでもと思ったが空腹は感じなかった。やはりそのまま家に帰ろうかと少しだけ遠回りをして駅へと向かうことにした。

　人の少ないビジネス街を歩いていると、一際目を引く後ろ姿があった。ホテルの外観を見上げながら大通りに面した歩道で電話をしている理仁様だ。

　相手が気づけば別だが、ホテルの外でこちらからお客様に話しかけることはない。ましてや電話中だ。しかし駅へ向かう通り道、迂回ルートはなく理仁様のすぐ後ろを通り過ぎなければならないことにほんの少しの緊張が走る。

　なぜか、気づいてはくれないだろうかと期待する私がいた。

『ふっ……なんだよ、そんなに俺に会いたいのか？』

　仕事ではないのかもしれない。理仁様の話し方はすごく優しげで慈愛に満ちていた。

『はいはい、俺も寂しい。こっちに来られなくて残念だ。来月にはそっちに帰るから。土産楽しみにしてろよ』

　ヒュッと息を呑んだ。呼吸が苦しいのは胸がズキンズキンと傷むからだろうか。

　目頭が熱くなる。ギュッと唇を固く結んでおかないと、涙が溢れでてしまいそうだった。

　初めからわかっていたことだ。暇つぶしに私をからかっていただけ。理仁様だって私を本気で恋人にと望んでいるわけではないと。

　会話はすべて英語だった。彼の帰る場所はここではない。

　仕事で一ヶ月の間だけ滞在しているに過ぎないのだ。

　電話の向こうに、理仁様の帰りを心待ちにしている人がいる。私をからかう時とは明らかに異なる口調、優しく愛情深い話し方だった。

　きっと理仁様の本当の恋人──。

　最初からコンシェルジュとして〝恋人役〟をしているのだとわかっていたのに。そう自分に言い聞かせていただけだった。

　気づかれないうちに通り過ぎよう。なるべく距離を取って歩道の端を足早に歩いた。俯き車道側にいる理仁様を視界に入れないよう歩く。

「あ、真嶋さん」

　この人は背中に目でもついているのか。ここまで俯いていれば私の顔など見えないはずで、今は制服も着ていないのに。

「理仁様……」

「外でそう呼ばれるのも照れ臭いもんだ。理仁でいい。仕事帰りか？」

　何が悲しくて何がこんなにも悔しいのか。

　私は感情を殺し、血管が浮き出るほどに強く両手を握り締めた。

「はい。また本日の十九時に出勤いたしますので、申し訳ございませんがご用命の際は伊勢谷に申しつけてください」

「顔色が悪いな。俺が朝早くに呼んでしまったし、あまり眠れなかったんだろ？」

「いいえ。慣れておりますから、どうぞお気になさらないでください。では失礼いたします」

　早口で会話に終止符を打ち会釈をした。早くこの場から逃げ出したかった。けれど、理仁様の手に阻まれる。

「手を……」

　俯いている私が気に食わなかったのかもしれない。腕は掴まれたままで顎を持ち上げられた。それだけでどうしてこんなにも胸が高鳴ってしまうのだろう。

「ちゃんと俺を見ろよ。触れられるのは嫌か？」

「そ、んなこと……ございませっ」

「そんな風に物欲しそうな顔をして……俺を好きなくせに。好きだって言えばいい」

「……っ！」

　理仁様を好き。私が──？

　言葉にしてしまえば、簡単なことだった。

　きっと初めてお見かけした時から、理仁様は私にとってただのお客様ではなかったのだ。電話をしている理仁様に気づいて欲しいと願ったのは私自身。他の女性に優しい言葉をかけないでと嫉妬していた。

　実るはずがない恋心。

　俺のものになれと言ったその口で、他の女性に愛を紡ぐことなど何でもないひどい男だ。

「泣かせたいわけじゃない。これ以上君を困らせるつもりはないから、話を変えようか」

　私の頬を伝う涙を長い指がすくい取った。睡眠不足に泣き顔でとてもじゃないが好きな人に見せる顔ではない。早く理仁様の前から消えてしまいたい。

「今、ハリウッドスターのジョージ・ロドリゲスが来日してるらしいな」

　まさか理仁様からその名が語られるとは思ってもみなかったため、私は驚愕のあまり言葉に詰まってしまった。

　ジョージ・ロドリゲス様がホテル・ポラールシュテルンに滞在中であることはもちろん極秘でまだどこの記者も嗅ぎつけてはいないはずだ。どうして理仁様の口からロドリゲス様の話が出るのかと、私はつい泣いていたことも忘れて訝しむ表情になってしまっていた。

「君はコロコロ表情が変わっておもしろいけど、俺の前でそんな顔をしたらバレバレだ。まあ、彼とちょっと仕事で付き合いがあるんだ。日本に来る前に電話で話したんだ。こっちに来たら大阪に行きたいなんて言うものだから、どうしてかって聞いたら蟹が食べたいとね。確かに道頓堀にあるあの看板は目立つし海外でも有名だからな。彼がどこに泊まっているかは知らないが……往復して蟹を食べてる時間なんてないだろうから、ポラールシュテルンのレストランに美味しい蟹料理を提供する店があったはずだと教えておいた」

　理仁様はロドリゲス様がポラールシュテルンに泊まっていると気づいていて、知らないふりをしてくれている。

　誰がどこに泊まっているという顧客情報など、絶対に漏れてはならないものだ。特に著名な方の情報はホテルの信頼すら失くしてしまう恐れがあった。

「蟹……ですか」

　けれど伊勢谷さんからロドリゲス様は甲殻類アレルギーだと聞いた。あれはどういうことだろう。

　まさか聞き間違いということはないだろうし、アレルギーの項目についてはお客様ご自身またはご家族に確認を取っている。チェックインの際にフロントが確認を取りエグゼクティブフロア担当の伊勢谷さんに伝えられたはずなのだ。

「申し訳ございません、理仁様。仕事に戻らなければならなくなりました」

　伊勢谷さんが私に嘘の情報を伝えた。それしか考えられなかったが、どうしてそんなことをしたのかと考えるよりも先にやるべきことがあった。

　ホテルに戻った私は真っ先にフロントへと足を運んだ。

「少しいいですか？」

　フロントにいるスタッフに声をかけて、ロドリゲス様のチェックインの状況を聞いた。

「真嶋さん、ロドリゲス様はロビーでチェックインされてませんよ。あんな有名人が普通にフロント通るはずないじゃないですか。エグゼクティブフロアでチェックインしたはずです。ええと……ほら、今日の朝七時にチェックインになってますよ」

　スタッフに顧客情報データを見せられて愕然とする。

　私が迂闊だった。当たり前だ。ロドリゲス様のような著名な方が普通にフロントを通ってチェックインなどするはずがない。まさか後輩に指摘されるまで気づかないなんて。

「じゃあ、アレルギーについてもフロントでは何も聞いていませんか？」

「アレルギー？　そうですね。チェックインは伊勢谷さんがしてますけど、アレルギーについては特に明記されていないですね」

「ありがとうございます。念のためロドリゲス様のマネージャーへ連絡を取ってみます」

　思わずため息が漏れた。

　その後マネージャーと連絡が取れ「お召し上がりになれないものはありますか」と確認をすると、ないという返事と共に理仁様が言っていた通りロドリゲス様は蟹料理を楽しみにしてくださっているという話が聞けた。

　私は各レストランへとお詫びのメールを打った。十数店舗のレストランをまわりお詫びに伺うことにした。

　事なきを得てホッとしながらも、ここのところ失敗ばかりで憂鬱になってしまう。またお客様に迷惑をかけるところだった。

　未然に防げたのは理仁様のおかげだ。

　でも、どうしてあの時突然あのような話をされたのだろう。話の切り出し方として違和感が残る。

　さすがに私自身も疲れが溜まっていたのか身体が重かった。今は考えるのはやめよう。

　結局お昼を過ぎた今から帰ったとしても、またすぐ出勤時間となってしまう。私はスタッフが利用する仮眠室へと向かった。

「あれ、雪ちゃん？　帰ったんじゃなかった？　どうしてここにいるの？」

　更衣室から出てきた美穂ちゃんに話しかけられた。彼女が日曜の昼に仕事を終えるのは珍しい。

「うん、ちょっといろいろあって今終わったところ。美穂ちゃんも今日は終わり？　珍しいね」

「うん。明日早くから披露宴が入ってるから今日は帰らせてもらうんだ。あ、そうそう知ってる？」

「何を？」

「あのね。なんか今ニューヨーク支社の人が来てるらしいんだよね。もしかしたら東京支社から誰かそっちに転勤になるんじゃないかって噂」

　ニューヨーク支社は私の憧れだ。世界各国にあるホテル・ポラールシュテルンの中でもトップクラスの五つ星を得ていて、各支社の総支配人は皆ニューヨーク支社での経験を経て総支配人まで上り詰めていると言われている。

　私もいつかニューヨーク支社で働けるコンシェルジュになれたらとずっと夢見ている。

「ニューヨーク支社に転勤？　それはすごいね」

「そうだよ！　だってニューヨーク支社と言えばさ、あの伝説の神倉かみくら支社長がいるところだもん」

「元コンシェルジュなのよね？」

　神倉支社長については噂の域を出ない話がいくつもあるが、実際にここ数年売上の低迷していたニューヨーク支社を再び五つ星ホテルへと導いたという話は誰もが知っている。神倉支社長がホテルスクールなどの取材で受けた記事を穴があくほど読み込んだものだ。けれどいつも記事だけで、写真嫌いなのか彼の姿を見たことがある人は少ない。

「元コンシェルジュで噂では超絶美形！　でも顔を見たことがあるの、うちじゃ総支配人だけでしょ～聞きたいよね、ほんとに美形ですかってさ」

　なんてことを言うのだ。総支配人にそんな話をすればニューヨーク支社の前に研修からやり直しだと別の場所に飛ばされそうだ。

「聞けるわけないでしょう？　美穂ちゃんがニューヨーク支社に転勤になったら実際に会えるわよ」

「っていうか私は雪ちゃんかもって勝手に思ってるから！　だって最年少でエグゼクティブフロアのコンシェルジュになったんだよ。雪ちゃんじゃなかったら誰が行くのよ！　ね、会ったらこっそり画像送ってね」

　私が転勤？

　ニューヨーク支社じゃなくとも異動の話はある。私は六年目でまだまだ修行中の身だから可能性は低いが、ずっと日本勤務というわけにはいかないだろう。

　おかしい。ずっとずっと夢だったのに、たとえニューヨーク支社じゃなくとも世界各国のホテル・ポラールシュテルンで働くことを楽しみにしていたのに。

　私が行くどこかの国に、理仁様の姿がないことを想像しただけで胸がこんなにも痛む。

　あと数週間だけのお付き合いだ。理仁様は本当の恋人のところへ帰り、そしてこの関係も終わる。

「雪ちゃん？　どうしたの？　なんで泣いてるの？」

「泣いてる？　私が？」

「え……」

　手で頬を拭うとびっしょりと濡れていた。私は泣いているのか──。

　理仁様に会えなくなる、その事実がただただ悲しかった。

「雪ちゃん、もしかしてエグゼクティブスイートのお客様のこと好きになっちゃった？」

「どうして……」

　美穂ちゃんにバレるほどわかりやすく顔に出ていたのだろうか。

「いや、だってさ～そもそも雪ちゃんがお客様の誘いを受けることなんて今まで一度もなかったから、もしかしてって思ってたんだ。今の涙でやっぱりってね」

「私が好きでもどうにもならないことなの。だから……ごめんね。泣いたこと忘れてくれる？　さっきの話だけど、私、最近失敗続きだしニューヨーク支社への転勤はないと思うわ」

「失敗？　雪ちゃんが？」

　私は酔って理仁様の部屋で眠ってしまったこと、ロドリゲス様が蟹アレルギーだという嘘の情報を、確認もせずにそのままレストランへ連絡してしまったことを美穂ちゃんに話した。

「それひっどい！」

「ううん。いつもの私だったら必ずフロントに確認を取ったはずなのよ。高城様のことで頭がいっぱいだったから失敗をしたの。言い訳できないわ」

　理仁様にキスされて嬉しかった。表には出さないようにしていたけれど、内心では馬鹿みたいにはしゃいでいた。だから、確認するのを忘れてしまった。

「あの人、伊勢谷さんってさ。最初から雪ちゃんに対抗心持ってたよね。今までは雪ちゃんが事前に気づいて何とかなってたってだけでしょ？」

「今までは上手く躱しながらやってきたんだけどね。それに歳だって一つ違うだけだから、私に対抗心燃やさなくても十分すごい人なのよ」

「そんな風に考えられないって！　だって嫌味とかさ～女を強調してくるし、年下がどうとか最年少だからとか。雪ちゃんがそういうのも気にしないで躱すから、余計にプライドが傷ついたのかな。あ～でも雪ちゃんがニューヨーク行き決まったらあの人めっちゃ悔しいだろうな。雪ちゃんが言えない代わりに私が言うからね！」

「何を？」

「もちろん、ざまあみろって！」

　私の代わりに憤りを露わにしてくれる美穂ちゃんにはいつも救われる。本当は私だって伊勢谷さんに対して怒りはある。けれど私が誰にも愚痴を言うことができないのをわかっていて、あえて相手を罵ってくれるのだ。

　美穂ちゃんに別れを告げて仮眠室へと入った。誰もいないことにホッとした。今は一人でいたかった。

　ベッドに入っても理仁様と離れることばかりが頭に浮かんでしまって、身体は疲れているのに結局一睡もできなかった。







　数日後、和食店のスタッフから常時携帯している仕事用のスマートフォンにメールが入った。

　ロドリゲス様から今日のディナーの予約が入ったらしい。お客様に迷惑がかかる前に対処できたことを報いる文面だった。

　そういえば、和食店には半個室しかない。伊勢谷さんがあらかじめ店へ連絡を取り、席の場所など配慮をするはずだがどうも心許なく不安がよぎる。

　担当コンシェルジュである伊勢谷さんを差し置いて出しゃばるつもりはないが、私はロビーへと降りるついでに和食店にも寄ることにした。

「真嶋さん？」

「少し気になって……エグゼクティブフロアのお客様、何も問題はありませんか？」

　私の姿を見るなり駆け寄ってきた若い男性スタッフは、今年入ったばかりの新人でフロアを担当していた。ほかのお客様のいる前でロドリゲス様の名前を出さないよう注意しながらスタッフに耳打ちをした。

　教育が行き届いているのか、私と同じように声を潜めた男性スタッフはやや困り顔で首を振った。

「それが……」

「お客様はご家族で来店されているわよね？　確か、お子様はまだ三歳と五歳ではなかったかしら？」

　出入り口に近いフロアでも聞こえてくる、子どもたちの騒ぐ声。予想していた通りだった。ロドリゲス様はコース料理を注文されているはずで、食事に最低でも二時間はかかる。満腹になった子どもが二時間も同じ場所におとなしく留まっていられるはずがないのだ。やはり不安は的中してしまった。

「ご夫妻も何とかお子様をあやそうとしてくださるのですが、やはり飽きてしまいますよね……伊勢谷さんに入ってもらってデザートをお出ししたのですが、もうお腹いっぱいだと騒ぎ始めてしまって。お部屋で提供すればよかったですね」

「わかったわ。席は奥のお座敷よね？　少し待っててね」

「お願いします」

　早くに配慮しておけばよかった。考えなくともわかる。私はまだ子どもはいないが、レストランで子どもが騒いでしまい申し訳なさそうに店を出る母親、電車の中で子どもが泣き喚き身の置き所がなく涙を浮かべている母親、そんな光景はどこにでもあった。

　私はどんなお客様にも笑顔でいて欲しいのだ。

　時計を見ると十九時を回ったところだった。駅と一体型のショッピングモールも営業中だ。お客様の遣いで頻繁に行き来するため、念のためモールの管理責任者と名刺交換をしておいたのだ。

　私は急いでショッピングモールへ向かった。歩きながら管理責任者に連絡を取るとすぐに電話は繋がった。

「ポラールシュテルン東京の真嶋と申します。いつもお世話になっております。今そちらに向かっているのですが、これから申し上げる商品を早急に用意していただけないでしょうか？」

　人と人の繋がりは大事にしなければならない。その教えもかの有名な神倉支社長の受け売りだ。

「真嶋さん！　こんなので大丈夫ですか？」

「ありがとうございます！　助かります！　申し訳ありません。急ぐのでまたお礼は改めてさせてください」

「いや、とんでもない。あなたの噂はいつも耳に入ってきますし、こちらとしても助かっておりますから」

　ショッピングモール各店舗のスタッフに見送られ、大きな紙袋片手に来た道を戻った。

　夏にヒールで走るのはかなり辛い。私はわき腹を押さえながら額の汗をハンカチで拭き、全身をチェックしてから再び和食店をくぐった。

　私に気づいた伊勢谷さんはあからさまに眉を顰め、隣のスタッフを睨みつけた。困った新人が私を呼んだとでも思ったのかもしれない。

　今にも走り出しそうな子どもたちを前に、伊勢谷さんを気にしてはいられない。私はお座敷へそっと近づき、声を潜めてロドリゲス夫人へと話しかけた。

『お客様。もしよろしければこちらをお子様に差し上げてもよろしいでしょうか？』

『え……これ……貸していただけるの？』

『いえ。お帰りの際はそのままお持ち帰りいただいて構いません。奥様もゆっくりとお食事を楽しんでいただければと、ついお節介を焼いてしまいました』

　私は持っていたイルカのぬいぐるみ二つを兄弟へ手渡し、ほかにも紙袋に入っていた折り紙や塗り絵を二人に見せた。

『ご飯は美味しかったですか？』

　私が聞くとロドリゲス様の二人のお子様は青い目を細めてにっこりと笑って頷いてくれた。

『はい、どうぞ』

『これ、なに？　お姉さん！』

　五歳のお兄ちゃんがイルカのぬいぐるみを抱いたまま私がテーブルに置いた折り紙に興味を示し、瞳を輝かせてテーブルの前に乗り出してきた。

『Paper crane……折り鶴ですよ。折り方教えて差し上げますから、こちらの席でやってみましょうか？』

『ボクもやる！』

　続いて三歳の次男も同じように折り紙に手を伸ばした。

　私は隣との襖を開放すると同じ形の座敷に子どもたちを案内し、鶴の折り方を説明した。子どもにはかなり難易度の高い折り方だ。案の定五歳のお兄ちゃんは真剣に私の説明に耳を傾け、わからなかった次男はお兄ちゃんに負けるのが悔しいのか、私に何度も説明を求めながらも鶴を折り続けた。

　イルカのぬいぐるみも気に入ったようで、子どもたちはすっかりとおとなしくなった。

『あなた……真嶋さん？　さっきはありがとう。とても楽しい食事になったわ。ぬいぐるみや折り紙のお代はいくらかしら』

『糸が少しほつれてしまったぬいぐるみですし、折り紙も今日の披露宴で使用した備品のあまりですから、お代はいただけません』

『まあ！　ありがとう。本当に助かったわ』

　ジョージ・ロドリゲス様からも礼を言われ、私はホッと安堵の息を漏らした。

　伊勢谷さんには申し訳ないが、あまり子どもの相手が得意には見えなかったため気になっていたのだ。

　この方法は実際にニューヨーク支社で神倉支社長が子連れのお客様へ取った対応だと語り継がれていたのだ。

　ホテルを利用するお客様全員に笑顔でいていただけるようにと、ホテル・ポラールシュテルンのお客様対応を担当するスタッフには少額ではあるが決裁権が与えられていた。神倉支社長の行動がきっかけになり、ポラールシュテルン全社員に決裁権が与えられるようになったのだという。

　和食店を出ると伊勢谷さんが私を待ち構えていた。ムスッとした表情を隠そうともせずに、お客様のいらっしゃるロビーに立っている。

「真嶋さん、話が……」

「伊勢谷さん……話があるなら裏でしませんか？　そんなピリピリした態度ではお客様に伝わってしまいます」

　私は思いのほか声が大きかった伊勢谷さんを遮るように口を挟み、腕を引いた。

　更衣室、仮眠室、休憩室と並ぶ廊下で立ち止まると、待ってましたとばかりに伊勢谷さんが口を開いた。

「どうして俺の邪魔をするんです？」

「邪魔をしているつもりはありません。けど……もし伊勢谷さんを不快にさせてしまったのだとしたら謝ります。ごめんなさい。ロドリゲス様の専属コンシェルジュは伊勢谷さんですものね」

「そうやって、いつもいつも適当に躱しますよね？　勝手に出しゃばって俺から仕事を奪って……そりゃいい気分でしょうね」

　確かに伊勢谷さんからしたら、私の行動は自身のプライドを粉々にする出しゃばった真似なのだろう。いくらお客様のためだと話したところで、きっと私の言葉に耳を貸してはもらえない。

　反論する気もなく黙っていると、ジャケットの内ポケットで仕事用のスマートフォンが震えた。

「申し訳ありません。仕事用の電話なので……はい、真嶋です」

　チッと舌打ちが聞こえたが構わずに私は電話を取った。

『真嶋さん、総支配人が呼んでます。すぐ行ってくれますか？』

「総支配人が……？　ええ、わかりました。すぐに行きます。ありがとうございました」

　電話はフロントクラークからだった。

「いいですね。総支配人からなんでしょ？　きっとニューヨーク行きは真嶋さんでしょう。おめでとうございます」

　冷ややかで事務的な声だった。何の熱も感じられない言葉とは裏腹に、伊勢谷さんの瞳には嫉妬の炎が揺らめいている。

「ニューヨーク行きの話だと言われたわけではありません」

「へぇ。でもロドリゲス様への対応、俺が失敗したと告げ口すれば、きっとニューヨーク行きはあなたに決定ですよ」

　そうでなかったら俺がニューヨークへ行けたのにと言わんばかりだ。誰かが転勤になるという話も噂でしかないのに。

「告げ口なんてするわけ……っ」

「今までだってそうやってのし上がって来たんでしょう？　女のくせに最年少でエグゼクティブフロアの担当になれるぐらいなんだから」

　伊勢谷さんは苛立ち紛れに壁を殴った。ドンという鈍い音が廊下に響いて、私は思いがけない大きな音に肩を震わせた。

　その時背後から聞こえてきた足音に、伊勢谷さんの視線が動いた。

「そうすればもっと早く出世できてたかもしれないな。何せこの俺を振るような女だ」

　聞こえてきた声はこの場所にいるはずのない人のものだった。私が驚いて振り返ると、伊勢谷さんの顔が青ざめている。

「り……高城様！　どうしてここに……」

　理仁様は私の背中をなだめるようにポンポンと軽く叩くと、私をかばうように一歩前に出た。

「ちょっとスタッフに頼んで通してもらっただけだ。で、あんたさ、彼女に嫉妬して足を引っ張ってる暇があるならもっと腕を磨け。こんなんでもＶＩＰフロアの担当なんだろ」

「お……私は足を引っ張ってなんか……高城様は随分と真嶋の肩を持ちますね。裸で迫ったりでもされたのですか？」

「そんな女だったら楽だったんだけどな。彼女は俺と二人でいる時もコンシェルジュの仮面を外そうとはしない堅物なんだよ。真嶋さんが掴んでいるのは人の心だと君はどうして気づかない？　彼女がするサービスが客の心に響くからこそ、最年少でエグゼクティブフロアのコンシェルジュへ抜擢されたんだろうよ。君も彼女に対抗心を燃やす前はそうだったんじゃないのかな」

　理仁様の前では失敗ばかりの私をそんな風に思ってくれていたとは想像もしていなかった。会ってまだ一週間も経っていないのに、どうして彼はこんなにも私を喜ばせることができるのだろう。

　何も言い返せないでいる伊勢谷さんに理仁様が小さな紙を手渡した。それが何かはわからなかったけれど、一瞬で伊勢谷さんの顔色が変わった。

　茫然自失とする伊勢谷さんを置いて理仁様が歩き出す。私は逡巡したが総支配人に呼ばれていることを思い出し、後に続いた。

　しかし改めて考えてみれば、関係者以外立ち入り禁止の場所に理仁様が入れるはずはない。ポラールシュテルンはいくらエグゼクティブフロアのお客様だと言っても、そこまでセキュリティーは甘くないはずだ。

　どうして彼がここにいるのだろう。

「理仁様、助けていただいてありがとうございました」

「悪かったな。声が聞こえて君なら何とかするだろうと思ったんだが、もしかして君が殴られるかもしれないと思ったら、つい出て行ってしまった。勝手にスタッフ専用通路に入ってしまったことは内緒にしておいてもらえるとありがたい。本当は誰にも気づかれていないんだ」

　理仁様は悪戯っぽく目を細めて唇の前で人差し指を立てた。内緒だと耳元で囁かれて、私の頬は真っ赤に染まった。

「か、かしこまりました。理仁様はこの後部屋にお戻りですか？」

「ああ、エレベーターまで送ってくれなくていい。誰かに呼ばれているんだろ？」

　私が後をついて行こうとすると手で制される。かしこまりましたと頭を下げて、私は総支配人室へと向かった。







　重厚なドアをノックすると、中から「はい」と総支配人の声が届いた。

「真嶋です。遅れて申し訳ありません」

「いや、いい。とりあえず座って。お茶でも飲むかい？」

「いえ、大丈夫です」

　私は革張りのソファーに腰掛け、緊張の面持ちで総支配人の話を待った。人の良さそうな笑みを浮かべた総支配人は五十代で燕尾服の似合いそうな紳士だ。白髪交じりではあるものの髪はオールバックに整えられ、ドアマンからの叩き上げだけあって背筋がピンと伸び衰えを感じさせない。

「ニューヨークへと転勤の話があるのを知っているかい？」

「はい。噂で少しだけですが存じております」

「それは話が早い。それで早速だけど、私としては君に行って欲しいと思ってるんだ。もうニューヨーク支社の担当者にも伝えてある。そちらでもっと勉強させたい人材がいるとね」

　私がニューヨーク支社へ？

　美穂ちゃんにも言われたことだが、私自身が一番信じられない思いだった。総支配人に認められたことは何よりも嬉しい。

　なのに──。

「嬉しくないかね？」

　私の逡巡を感じ取ったのか、総支配人が穏やかな笑みを浮かべたまま聞いた。

「大変光栄に思います。ただ……突然のことに驚いてしまって」

「もちろん断ることもできる。でも、これは君の希望でもあっただろう？」

「仰る通りです。謹んでお受けいたします」

　断る選択肢などなかった。もともとコンシェルジュとして経験値を積みたいと入社時にニューヨーク支社を希望したのは私なのだ。

　けれど喜ぶよりも先に落胆してしまった。

「来月頭には出発できるよう準備しておきなさい。辞令は追って出すから」

「……はい」

　頭は混乱している。自分でもニューヨーク行きが嬉しいのか嬉しくないのかはっきりしない。

　どうしよう、どうしよう──頭にはその文字ばかり。

　まるであの時みたいだ。

　理仁様の前で酔っ払って大失態を犯したあの時。半ばパニックになって私は土下座をした。今考えても、よく許してもらえたものだ。

　仕事を認めてもらえたことは嬉しい。けれどため息ばかりが出てくる。

　エグゼクティブフロアに戻れば伊勢谷さんがいる。こちらも悩みの種だ。何事もなかったような顔で会えるだろうか。

「仕事は仕事。切り替えないと」

　一人きりのエレベーターの中で頬をパンパンと叩いた。理仁様は部屋に戻ると仰っていたから、何かご用命があるかもしれない。それに今はこれ以上仕事で失敗しないよう気を引き締めなければ。

　エグゼクティブフロアのコンシェルジュデスクへと向かうと、伊勢谷さんのチラチラと窺うような視線を感じた。私は軽く会釈をするに留め自席へと戻る。

　気まずい私の思いが通じたのか、タイミングを計ったように内線が鳴った。私のデスク、ということは理仁様からだろう。

「はい。真嶋でございます」

『ちょっと部屋に来てもらえるか』

　それは恋人として？

　それともコンシェルジュとして？

　心臓がドクドクと音を立てる。理仁様には大事にしている恋人がいるのだ。あと数週間。それまでにこの恋を諦められるだろうか。

　私がニューヨークに行ったらもう二度と会うこともなくなる。

　きっと忘れられるはずだ。

「はい。今から伺います」

　私は電話を切って席を立った。

「顔……ひどいですよ。ニューヨーク行き決まったくせに」

　伊勢谷さんの吐き出すような呟きは、何もかもを諦めているような口調だった。

　私は返す言葉も見つからずその場を後にした。







「忙しかったか？」

「いえ、遅くなりまして申し訳ございません」

　伊勢谷さんに顔がひどいと言われ、途中化粧室に寄っていた。まさか動揺を顔に表さないよう練習していたとは言えない。

「何かご入り用でございますか？」

「ああ、悪いが宿泊が一人増えることになった。数日の滞在だと思うが、ゲストルームをできる限りでいいからピンク色のアンティーク調にしてもらえるか？　今のままじゃ可愛なくないだのとうるさくなるんでな」

　やれやれと疲れたように首を振りながらも、気心の知れた相手であることは明白だった。

「かしこまりました。では少々お時間をいただけますか？」

「二十八にもなってファンシー趣味には困ったもんだ。これから空港まで迎えに行って食事を済ませてから戻る。それまでに何とかできるか？」

「お任せください」

　先日の電話の相手だろうか。理仁様の本当の恋人。

　いちコンシェルジュとしてお客様のプライベートに踏み込むわけにはいかない。私はあくまでも滞在中恋人のふりをしているだけなのだから。

　なのに叫び出したいほどの焦燥に駆られた。何とか笑顔を繕っているものの、本心では理仁様のそばにいる女性を見たくなかった。胸が張り裂けそうに痛い。

「じゃあよろしく」

　理仁様の手が私の顎にかかる。徐々に近づく唇に私はそっと目を閉じた。互いの鼻が触れ合うだけで甘ったるい吐息が漏れた。私の反応を確かめるように理仁様の唇が鼻や頬に降ってくる。

　啄ばむように下唇を甘噛みされて、ようやく唇が重なった。

「ん……」

　薄く開けた唇に舌が入ってくる。

　立ったまま深くなるキスに膝が震えて崩れ落ちそうになると、決まって理仁様の腕が身体に回る。

「んんっ……」

「まだ足りない。ほら口開けて」

　理仁様の指がクチュッと音を立てて私の口腔内へと入れられた。口を開けろと舌の上に置かれた指に口の中をかき回される。

「ふっ、う……っ」

「もっと舐めろ」

　口の中を犯されているような感覚に身体がジンと痺れた。ますます立っていられなくなり理仁様の胸に体重を預けると、濡れた指が首筋を辿り再び唇が重なった。

「はっ……ん」

　触れた身体から理仁様の昂りを感じて、私は嬉しさに舞い上がりそうだった。グッと腰を押しつけられてスカートの上から太ももを撫でられた。太ももから這い上がった手はお尻の線をいやらしく何度も辿り、私の中心を濡らしていく。

「り、ひと様」

　身体が熱くて堪らない。私は荒く息を吐き出し懇願するように理仁様を見つめた。軽い触れるだけのキスが落ちてくる。

「時間だ。しばらく君に触れるのはお預けになるからな」

　ギュッと身体を引き寄せられて、数秒後には触れていた手が離れていった。腕時計を見る理仁様は何事もなかったかのように涼しい顔で佇んでいる。

　あと少し遅かったら好きですと口にしていた。

　ダメだとわかっているのに溢れる思いが止められない。

　すべての言葉を飲み込んで、私は再びコンシェルジュの仮面を被った。

「……っ、お気をつけて行ってらっしゃいませ」

　私にしたように、その女性にもキスするのですか？

　そんなの……嫌です。







　我ながら完璧な仕事をしたと思う。

　作業に没頭している間は余計なことを考えなくて済むからだ。理仁様の要望通りピンクを基調とした色合いのカーテンや小物を運び入れた。ゲストルームに置いた五〇センチほどの大きさのあるブリザードフラワーはホテルからのサービスだ。

　二十三時過ぎに部屋に戻られた理仁様が連れていた女性は、とても美しかった。透き通った白い肌やプラチナブロンドの髪はまるで精巧に作られたフランス人形のようで、目を合わせた瞬間言葉を失うほどの美貌だった。

　どこかで見た覚えがあるような気がしたが、人の顔を覚えるのは得意な方なのに思い出せない。海外ドラマの女優に似ているとか、もしかしたらそんなところなのかもしれない。

　緊張しながらも反応を待っていると、部屋を一目見た女性から感動したような『very cute』の言葉が聞こえてホッと胸をなでおろした。

　ご満足いただけたようだ。

『理仁！　ありがとう！』

　女性は理仁様の腕に抱きつくと背伸びをして頬へとキスをした。

　そして私を見て微笑みを浮かべた。

　私は思わず息を呑んだ。もっと敵意に満ちた眼差しであったならは、私の心も少しは救われたかもしれないのに。

　これ以上この場に留まっていたくなかった。

『では、私はこれで失礼いたします。またご入り用の際はいつでもお呼び立てください』

『ありがとう。この部屋とっても気に入ったわ。おやすみなさい』

　悪意は一切感じない。女性の眼差しは好意に満ちていた。

　それなのに見せつけられたように感じてしまう。

　私には初めから勝ち目などないのに。







　私はどうやら理仁様の恋人である女性──アナ・シュレイダー様に気に入られてしまったらしい。朝から何度も彼女はコンシェルジュデスクを訪れていて、他愛もない話をして部屋へと戻る。

『真嶋さん？　お願いがあるんだけど』

　動作が随分と人懐っこいのだ。シュレイダー様は高いヒールにもかかわらず、駆け足で近づいてきて私の腕を取りながら言った。

　見た目は年相応の美しさを持ちながら、どこか幼い子どもを思わせる一面があった。

『シュレイダー様、どうかなさいましたか？』

『アナって呼んで』

『かしこまりました、アナ様』

　満足そうに頷いたアナ様は、白い肌によく似合うベージュピンクの唇を綻ばせて私を真っ直ぐに見つめた。

『理仁とデートに行こうと思うんだけど、どこか楽しめるところはないかしら？　部屋に飾れる可愛い雑貨も欲しいし、遊園地も行きたいわ』

　理仁様とデート。仕事がお忙しそうだったが、理仁様は可愛い年下の恋人のために時間を空けるのだろうか。そう考えると私の中にどす黒い感情が芽生えてしまう。

　私情を仕事に持ち込んではならない。どんな時でも冷静にお客様のために。そう思って仕事をしてきたのに。

『そうですね。遊園地もございますが、今の時期外で過ごすのはいささかお辛いでしょう。すぐ近くに小さいですが室内で楽しめるアミューズメント施設と水族館がございますがいかがですか？　ショッピングモールもございますし、お土産もゆっくりご覧いただけるかと思います』

『じゃあそこでいいわ。あと帰ってきたら食事を部屋に運んでくれる？　せっかくだから和食が食べたいの。料理はあなたに任せるから』

『お召し上がりになれない食材はございますか？』

『いいえ！　納豆も生ものも食べられるわよ』

　アナ様はよほど理仁様と出かけるのが嬉しいのかフンフンと鼻歌を口ずさみながら、その場でくるりと一回転した。ふわりとレースがあしらわれたスカートが舞い、アナ様の細い足が露わになる。

『どう？　この格好。おかしくないかしら？』

『ええ。とても素敵だと思います』

　本心だった。二十八にもなってと理仁様は言ったが、アナ様は自分の見せ方をわかっている。スカートもごてごてのロリータファッションではなく、ほどよくフリルのついた可愛らしい物を選んでいてとてもよくお似合いだ。彼女なら理仁様の隣に立っても違和感などまったくない。

『ありがとう。理仁はこういう格好全然褒めてくれないのよ！　あなた美人なのに気取ってなくて好きだわ』

『お褒めに預かり光栄です』

『真嶋さん。こういう時はありがとう、でいいのよ』

『ありがとうございます』

　屈託無く笑うアナ様はどこか憎めない。彼女のような向日葵みたいに明るい女性に憧れてしまう。いいな、理仁様の隣にいられて。そう羨む気持ちは消えないけれど。

『アナ、行くぞ』

　部屋から出てきた理仁様がアナ様に声をかけた。私と目が合っても話しかけられることはなかった。

　あの手に抱き締められたのが幻だったのではないかとさえ思う。つい昨日のことなのに、今はもうあなたが遠い。

『あ、私行かなきゃ！　ありがとね！』

　軽い足取りでアナ様が駆け寄り、理仁様の腕に自分の腕を絡めた。それが当たり前であるかのように顔を寄せる。

　私は二人の後ろ姿を見ていられずに目を逸らした。もう今は、早くニューヨークに行ってしまいたい。二人をこれ以上見ていたくなかった。







　アナ様が部屋に宿泊したのは結局三日間で、帰国日にホテルから空港までのタクシーの手配を頼まれた。この三日間アナ様と話すことは多かったけれど、理仁様と顔を合わせたのは部屋を出る時と戻る時だけだった。

　何度か内線で話はしたが用件といえばエグゼクティブラウンジでの食事のご予約程度のことで、可愛い歳下の恋人のために時間を割いていたようだ。

　当たり前だが夜、部屋に呼ばれることも触れられることもなかった。

　このまま恋人のフリもお役御免かもしれない。そう考えていると、部屋を出てきたアナ様がにこやかに私に向けて手を振った。

『真嶋さん？　あのね。またお願いがあるんだけど』

『アナ様。どうかなさいましたか？』

『総支配人に聞いたんだけど、あなたニューヨークのポラールシュテルンに行くんですって？』

『はい。来月の頭からニューヨーク支社で働かせていただくことになりました』

　アナ様は総支配人の知人なのだろうか。何度もポラールシュテルンを利用してくださっているＶＩＰ客には珍しくはないが、理仁様もアナ様も初めてのご利用のはずだ。

　私は疑問を持ちながらも、アナ様の問いに頷いて答えた。

『良かったぁ。あのね。実は私ポラールシュテルン・ニューヨークで結婚式を挙げることになっててね。またスイートルームを利用させてもらうから、コンシェルジュに真嶋さんを指名していい？　理仁も真嶋さんに頼むといいって言ってくれてるし』

『結婚式……でございますか。それはおめでとうございます。私がエグゼクティブフロアの担当になるかどうかはわかりませんが、ご指名いただけるのであれば精一杯務めさせていただきます』

　自分がきちんと話ができているかも判断がつかない。声は震えていないか。私はちゃんと笑えているか。

　理仁様とアナ様が結婚。お似合いの二人だ。結婚式は今までにないほど豪華なものだろう。

　嬉しいのか悲しいのかわからない。ニューヨーク支社に行っても理仁様にまた会える。ニューヨーク支社のポラールシュテルンを仕事でよく利用するとアナ様が仰っているから、結婚式以外でも理仁様に会う可能性は高いのだろう。

　もう二度と会えないと思っていた好きな人にまた会える。

　なのにそれが悲しい。アナ様と理仁様の姿を、その時に左手の薬指にはまっているだろう指輪を見るのが辛い。

「ニューヨークに……お住まいだったのですね……」

　思わず、ため息とともに声が漏れた。

『どうかしたの？』

『いえ、私もまたお会いできるのを楽しみにしております。アナ様』

『じゃあお願いね。あ、昨夜遅かったから理仁のことお昼ぐらいに起こしてあげてくれる？』

　昨夜、アナ様は理仁様に抱かれたのですか？

　あの逞しい腕の中で眠ったのですか？

　嫉妬で醜い──今の私の顔なんて見るまでもない。

『かしこまりました』

『タクシーはもう来てる？』

『はい。到着しております』

　私はタクシー乗り場までご案内すると、空港へ向かうアナ様の車を見えなくなるまで見送った。コンシェルジュなのだと自分に必死に言い聞かせながら。
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　数週間という時間はあっという間に過ぎた。

　アナ様が帰国されてから、理仁様と顔を合わせる機会は増えた。しかし私はシフトを組み直し、夜に理仁様の部屋へ行くことを避け、日中もキスされる距離に入らないようにした。

　仕事に徹底する私の様子をどこかおかしいとは思っているようだったが、理仁様は何も言わなかった。

　理仁様を知れば知るほど恋心は大きくなっていく。もう限界だったのだ。

　恋人ごっこなど、本当の恋を知ってしまった私にできるはずがなかった。

　住んでいる寮の片づけをあらかた終えて、あとは出発の時を待つだけとなった。

　ちょうど理仁様がチェックアウトなさる明日が、私の出発日だ。理仁様をお見送りできるよう飛行機は午後の便を取った。

　あまりに狼狽していて結婚式の日取りすら聞けなかったが、いずれ私は彼らの幸せいっぱいの姿をニューヨークの地で見ることになるのだ。

　本当に酷なことをされる方だ──と思わず言いたくなるものだが、私が理仁様を本気で好きになるとは思っていないのだから、恨みつらみを向けるのは間違っている。理仁様は恋人ごっこを楽しんでいただけなのだ。

　だからこそ、私が避けても何も言わない。

　明日ですべてが終わり、私の新しい生活が始まる。

　私は制服に着替えながらため息をついた。気分は落ち込み気味なのに、ジャケットを着れば何とか気分は切り替えられる。この数週間そうしてきた。

　いつものようにエグゼクティブフロアへ向かうと、私の姿を見るなり伊勢谷さんが声をかけてきた。

「真嶋さん。出勤したら来て欲しいと高城様から内線がありました」

「わかりました。ありがとうございます」

　手のひらで心臓を押さえる。落ち着いてと胸を叩くのが最近癖になってしまった。

　インターフォンを鳴らすと、応答の前にドアが開いた。

「どうぞ。今日は夜から出勤だったんだな。君が夜に来るのは久しぶりだ」

「はい」

　何かご入り用ですかと聞く前に腰に手が回り引き寄せられた。

　一瞬のことでバランスを崩した私は理仁様に抱き締められてしまう。気をつけていたのに──触れてしまえばこんなにもあなたが愛おしい。

「逃がさないからな」

　同じ言葉をアナ様にもかけたのでしょう？

「せっかく用意してもらったからな、ほらこっち。やっぱり畳があると日本に帰って来たって感じがする」

「お喜びいただけたなら何よりです」

　六畳の広さに敷かれた琉球畳の上に理仁様が横になった。来いと手招きされて、私も靴を脱ぎ理仁様の隣にお邪魔した。一人分の距離を空けたにもかかわらず、理仁様に距離を詰められてしまう。

「明日チェックアウトだってのに、結局最後まで落とせなかったな。ほんと強情だよ、君は。好きだって言えばいいのに」

「私がそう言えば理仁様は恋人ごっこを終わりにされたのですよね？　計算かもしれませんよ？」

「そうかな。まあ君になら騙されてもいいと思うぐらいには執着しているからな。で、このひと月の間に俺のことは知ってもらえたか？」

「そうですね。抱いてくださいと言ってしまいたくなる程には……私も理仁様に執着しているかもしれません」

　これで忘れるから。最後だから。

　聞き入れてもらえるだろうか。それとも私を落としたと、飽きてしまわれるだろうか。

　抱いてなんてもちろん誰にも言ったことはない。恥ずかしくて理仁様の表情を窺い知ることはできなかった。

「だったら、もう遠慮しなくていいんだよな？」

　理仁様が私のブラウスのボタンを上から一つずつ外していく。手が胸に触れるだけで心臓の音がまた一つ速くなった。緊張して身体が強張っていることは気づかれているだろう。強がりなんてこの人の前では無意味だ。

「怖いか？」

「はい。かなり」

　クッと声を詰まらせるような笑い声が聞こえた。

「君相手に甘い雰囲気に持っていくのはなかなか骨が折れそうだ。これから喧嘩でもしそうな顔をしてるぞ」

　眉間を人差し指で突かれて、私は理仁様を睨みつけていたことに気づいた。緊張し過ぎて無表情どころか不機嫌に見えたらしい。

「そ、そんなこと言われましても……」

「別に笑えなんて言わないさ。そのままでいい。仕事のことは忘れろ」

　いつの間にかブラウスもスカートも脱がされていて、エアコンの風が思いのほか冷たかったことに身震いした。

「すぐ熱くなるから」

　結び目に人差し指を入れてネクタイを解く様から目が離せない。この人の一挙手一投足を目に焼きつけていたい。

　理仁様にとっては数ある中の一つの遊びでしかない。でも私にとっては初めての恋で、きっとここまで想える人にはもう出会えない。だから幸せ。大好きな人に抱いてもらえるのだから。

　手が重ねられて理仁様の唇が手に触れる。まるで宝物に触れるようにチュッチュと軽い音を立てながら、手から腕へそして鎖骨を通り胸元へ辿り着いた。

　ピリッと寒さではない震えが身体に走った。

「……っ」

　乳頭を指で抓まれて口の中に含まれる。理仁様の息がかかるだけで胸元からジンジンとした痺れが中心へと向かった。

「声、我慢しなくていい」

「でもっ……」

　理性を手放してしまったら自分が何を口走るかわからない。もっと、もっとと理仁様をはしたなく求めてしまうかもしれない。

「強情だな。まぁいい。喘がずにいられないようにしてやる」

　舌の上で赤く熟れた実が転がされる。身体に走る痺れはひどくなって、私は首を振りながら身を捩った。

「ん、んっ……はぁ……っ」

「そうやって泣きそうになりながら我慢している顔の方がエロい」

　自分がどんな顔をしているかなんてわかるはずがない。泣きそうなのは恥ずかしさで勝手に生理的な涙が溢れてきてしまうだけだ。

「ほら、あっち側見てみろよ」

　理仁様の指差す方向へ視線を向けた。窓に映る眼下に広がる夜景は、まるで銀砂のように光り輝いていた。しかし美しい景色に目を奪われたのは一瞬のことで、私はあまりの光景に息を呑む。

　こんなに淫らな自分を知らない。窓に反射した私の姿は快感に溺れて、涙に濡れた眼差しはただただ理仁様だけを求めていた。

「や、ですっ……」

　首筋を舌が這い強く痕が残るほどに吸われた。恥ずかしくて窓から顔を背けたくても、理仁様の顔が首筋に埋まっていて動かせない。

「俺のこと欲しがっている顔、見てろよ」

「意地悪ばっかりしないでください……」

「可愛がっているだけだ」

　あまりの居たたまれなさに私がギュッと目を瞑ると、理仁様はやれやれといった風に首を振った。呆れられてしまったかもしれない。初めてだと気づかれて面倒臭い女と思われたかも。たったそれだけのことで泣きたくなってしまう。

「悪かったよ。いじめ過ぎた。しかもこんな場所でがっつく予定じゃなかったんだがな」

　理仁様は私を抱きかかえると寝室のドアを開けた。ベッドにそっと降ろされて優しく髪を梳かれるのは気持ちがいい。

「真っ暗じゃ何も見えないから、ランプぐらいは許せよ？」

　見えない方が助かるが、私も理仁様のことを見ていたかった。小さく頷く私に満足げな笑みが向けられる。

「いい子だな」

　理仁様が自身の服に手をかけた。想像通りの逞しい身体つきに吐息が漏れる。

　再び理仁様の手が私の肌を這うように動いて、足先から指先まで大きな手のひらに触れられた。

「んっ……あ……」

　ただ軽く撫でられているだけなのに身体の中心に熱が集まっていく。首を振って熱さを誤魔化しても、身体を捩っても迫る焦燥感は消えてはくれなかった。

　もうダメ、と何がダメなのかもわからずに口に出すと、薄っすらと開けた目に同じように目を細めて余裕を失くした理仁様の姿があった。

　ショーツの中に手のひらが入れられる。指が薄い陰毛をかきわけて中心に触れると、ピチャッといやらしい音が耳についた。

「はぁっ……り、ひと様、やっ……はずかし……っ」

「ココは喜んでる」

　グッと太い指が身体の中へと入ってくる。ピリッとした痛みが一瞬だけ私の身体を強張らせたが、後に続く快感がそれを忘れさせてくれた。

「あぁっ……」

　トントンと奥を突くように緩急をつけながら動く指が、私の身体の中からさらなる快感を引き出しシーツを濡らしていった。いつの間にか二本に増やされた指がグチュグチュとより大きな水音を立てる頃には、もう恥ずかしさよりも徐々に大きくなる快楽を逃すために声を上げるしかなかった。

「ひぁっ……あっ、ん……も、ダメ、やぁ……」

　理仁様の背中にしがみつき手に髪が触れた。ずっと触れたいと思っていた。ずっとこうして欲しいと思っていた。

「あぁ──っ！」

　中に入った指がぐるりと回され、親指が花芯を撫でた。瞬間、全身の肌が粟立ち私の身体は大きくしなった。息が詰まり身体の震えが止まらない。

　ビクンビクンと身体は痙攣するように大きく震えた。足先から頭の先まで突き抜けるような快感に、私の目から一筋涙がこぼれ落ちた。

「もう、いいか」

　余裕のない理仁様の荒く吐き出す息遣いが耳元で聞こえた。私も息を整えるのに必死で首を縦に振ることしかできなかったが、押し当てられる昂りに今まで感じたことのない幸せに包まれた。

　愛おしくて、もっと触れて欲しくて、離れたくなくて──。

　涙がでるほど幸せだった。

　たとえもう二度と理仁様に触れられなくても、私はこの瞬間を一生忘れない。

　幸せになってください。あなたが本当に大切にするべき人と一緒に。

　胸が痛まないと言ったら嘘になるけれど、きっといつかお二人を心の底から祝福できる日が来る──。

　だから、今だけは理仁様を私にください。

「ひ、あっ……あぁっ」

　グッと狭い内壁を広げながら性器が中へと入ってきた。ポタリと理仁様の顔から流れた汗が私の胸元に落ちる。

「キスして……くださっ……んっ」

　言い切る前に唇が塞がれた。舌は私の口腔内を縦横無尽に動き回り、唾液を吸われる。その間も淫猥な水音を立てながら、中が満たされていくのを感じた。
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「はぁっ……ふ、ぅ……」

「もっと待ってやりたいけど……悪い」

「あっ、あっ……だい、じょぶ……です」

　ズルリと一気に性器が引き抜かれる喪失感にゾワリと身震いが起きた。もう知ってしまっている。この後ただただ私は翻弄されるであろうことを。

「あぁぁっ……ん、あぁ、も……っと」

　耳を塞ぎたくなるほどあられもない嬌声が発せられた。けれど自分の意思では止めることができない。キスをねだろうと理仁様の首に手を回すが、私の考えなど手に取るようにわかっているくせに意地悪ばかりする。

「言っただろ……喘がせてやるって」

「あっ、ダメ……ダメっ……なんか、変になっちゃう……からぁ」

　覆い被さっていた身体が離され理仁様が私の足を抱え直した。恥ずかしいほどに広げられた足の間を、理仁様の指が撫でた。自身の性器の周りをなぞるように秘部に触れる。ピチャリと濡れた音が立って、理仁様の指にネットリとした愛液が絡まりついていた。

「やっ……で、す……それ」

「もっと気持ちよくしてやるから」

　きっとそうなのだろうが、今でもいっぱいいっぱいなのに。

　円を描くように動いていた指がピンと尖った赤い実を捉えた。愛液で濡れた指で軽く擦られながら、中に入っている性器が激しく動かされた。

「ひぁっ……あっ、はっ……あぁぁっ」

　グチュグチュと内壁を突かれるたびに立つ水音はより大きくなっていった。また身体の芯が疼き、気が遠くなるような恍惚感がやってくる。

「──っ！」

　中を蠢く性器がグッと一回り大きくなった。理仁様が荒い息を吐き出して、私の中に温かいものが注がれた。

　理仁様の身体と一つになって溶けてしまいそうだ。時が止まって今世界に私と理仁様だけしかいない。そんな夢みたいに甘美な想いに捉われた。







　カーテンから差し込まれる日差しに目が覚めた。身体に感じる腕の重みが心地よくてまだ微睡みの中にいたいと思ってしまう。

　腰に感じる鈍痛と嗄れた声に、否応なしに昨夜のことが思い起こされた。

　思い出をたくさんもらった。

　人肌が温かいことを知った。

　こんなにも恋い焦がれる想いを初めて知ることができた。

　泣き叫びたいほど辛いのに、あなたの腕の中にいる時は幸せだった。

　それだけで十分だ。

　私はそっと眠っている理仁様の腕を外すと、ベッドの下に落ちたままの下着を身につけた。ブラウスは多少シワになってしまったが上からジャケットを着れば問題ないだろう。

　午前中にはチェックアウトをすると言っていたから、アラームを八時にセットして私は部屋を後にした。

「おはようございます」

「おはようございます。高城様のチェックアウトは十時でしたよね」

　夜中コンシェルジュデスクへと戻らなかった私の行動に、伊勢谷さんが何も思わないはずはなかったが、指摘されることはなかった。どうしてか最近は嫌味を言われることもなくなった。

　半面、なぜか怖いものでも見たような目を向けられることが多くなり、本人の中でどういった心境の変化があったのかはわからないが、仕事はしやすい。

「そのようです」

「……では、俺は上がらせていただきますので、あとはよろしくお願いします。あと昨夜、高城様に依頼されていた航空券を手配しておきましたので、チェックアウトの際渡していただけますか？」

「はい、わかりました」

　逃げるようにそそくさとコンシェルジュデスクを後にする伊勢谷さんの仕事ぶりは、ここ数週間に至っては真面目だ。そういえば伊勢谷さんの態度が大きく変わったのは、ロドリゲス様の一件以来な気がする。

　私のあとにエグゼクティブフロア担当になるコンシェルジュとも上手く仕事をしていってくれるのならば、何もいうことはない。

　伊勢谷さんを見送った後、理仁様が依頼したという航空券を片手にため息が漏れた。

　離れる決意はできたはずなのに私の思考は未練だらけだ。

　封筒に入った航空券をチェックアウトの書類に挟み仕事へと戻った。

　天候は良好。台風が来ている気配もない。飛行機は無事に飛ぶだろう。

　私も理仁様を見送ったら、すぐに空港へと向かわねばならない。

　コンシェルジュデスクの電話が鳴った。

「はい。真嶋でございます」

『お疲れ様』

「総支配人。どうかなさいましたか？」

『真嶋さんが出発するのは今日だったなと思ってね。いろいろと準備が大変だっただろう？　有給取ってもよかったのに』

「いえ、ちょうど担当している部屋のお客様も、今日までの滞在でしたから、日本での仕事はきちんと片づけてから行きたかったのです。それにニューヨーク支社でアパートを用意してくれていましたから、私は寮の片づけだけで済みましたし」

『そうか。君が来るのを神倉支社長が楽しみにしてるからね。ニューヨークで是非揉まれておいで。君はいつかトップに立てるだけの人材だと思ってるよ。帰ってくるのを楽しみにしている』

「ありがとうございます。頑張って参ります」

　総支配人の期待を裏切るわけにはいかない。もう前に進むしかないのだ。

　数時間後、理仁様がチェックアウトにいらっしゃった。私は精算手続きを進め、伊勢谷さんの手配した航空券を手渡した。

「ありがとうございました。ロビーまでお送りいたします」

「ああ。世話になった」

　エレベーターを待つ間沈黙が続く。理仁様は私が黙って部屋を出たことに対して何も言うことはなかった。

　私たちは今日、コンシェルジュとお客様の距離へと戻った。

　次に会うのは理仁様とアナ様の結婚式だろうか。アナ様を裏切るような行為をしてしまったことに胸が痛むが、たった一度だけの本気の恋だから許して欲しい。

「俺に何も言うことはないのか？」

　タクシーに乗り込む直前、理仁様が私を見て言った。

「お気をつけて行ってらっしゃいませ。当ホテルのご利用、ありがとうございました」

　理仁様は小さく息を吐いただけだった。理仁様を見送り、タクシーが見えなくなるまで私は頭を下げ続けた。

　今泣いてはダメだ。下を向いていると泣きたくなってしまうが、このホテルで制服を着ている以上、私は東京支社のコンシェルジュなのだ。

　新しくエグゼクティブフロアの担当になるコンシェルジュに挨拶を済ませ、私は準備があるからと休憩室へと入った。

「誰もいなくて、よかった……」

　ズルズルとドアを背にへたり込む。いくらスタッフしかいないところであっても、こんなみっともない姿を誰にも見せたくはなかった。

「うぅっ……ふ、えっ」

　子どもみたいにしゃくりあげながら、私は声を上げて泣いた。初恋は実らないと言うけれど本当なのかもしれない。

　けれど理仁様を好きになったように、別の誰かをまた好きになれるとはとても思えなかった。それぐらい大好きで大好きで、一緒にいたかった。

「こら、一人で泣かないでよ」

「……っ」

　ドアが開き驚いて顔を上げると、ニューヨーク支社行きを誰よりも喜んでくれている美穂ちゃんが、私と同じように涙ぐんで立っていた。

　目線の高さが合うように屈んだ美穂ちゃんの腕に抱き締められる。

「もう……こんなことだと思った。最近元気なかったし高城様と何かあったんだってわかってるんだから。私だって雪ちゃんがニューヨーク行っちゃう寂しさで泣きそうなのに、雪ちゃんは私のことなんか忘れて一人で泣くんだ～ひどい」

「っ……ごめん。日本とニューヨークじゃ近くないのにね。美穂ちゃんにはいつでも会えるって思ってたわ」

「まぁね～だって私もすぐ追いかけるからね！　もっとメイクの勉強してそっちに呼ばれるぐらいになる。だから雪ちゃんも諦めないでよ。最年少でエグゼクティブフロアのコンシェルジュになって、六年目でニューヨーク行き。しかも好きな人と行き先が一緒なんて、運命でしかないんじゃない？　何があったかは知らないけどさ。こっちで嬉しい知らせ待ってるから」

　ね、と笑った美穂ちゃんは、私の涙でぐしゃぐしゃになった顔をハンカチで拭ってくれた。

「美穂ちゃん……」

　けれど、理仁様は結婚してしまうの。

　運命は私の味方をしてはくれないのよ。

　夢を叶えて恋愛までって、ちょっと欲張りすぎでしょう？

「頑張って、雪ちゃん」

「うん……」
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　ホテル・ポラールシュテルン・ニューヨークは、マンハッタンの中心街に位置している。

「ついに……来ちゃった」

　周りには高級レストランやショップが建ち並び、多くのビジネスマンや観光客が利用していた。

　飛行機に乗っている間も実感は湧かなかった。ただ、これからの仕事においての不安や知り合いの一人もいない孤独感からか、私は空港からのタクシーの中一抹の寂しさに襲われていた。

「着いたら総支配人に挨拶に伺わなきゃ……」

　パチンと頬を叩きこれからやるべきことを一つ一つ思い出し、窓から流れる景色を見つめる。東京とはまったく違う景色。私にも友人や恋人といった新しい出会いがあるだろうか。

　家具や生活必需品はすべて揃えてくれたらしいが、挨拶を終えたら契約したアパートへ向かい、せめて寝る場所の確保ぐらいはしておきたい。ほとんどをホテルで過ごすことになるし、荷ほどきは徐々にで大丈夫だろう。

　そういえば、総支配人は神倉支社長が私が来るのを楽しみにしていると言っていたが、さすがに挨拶する機会はなさそうだ。東京からニューヨークへ異動する程度のことで、いちコンシェルジュが挨拶に伺えるはずもない。それぐらい雲の上の人なのだ。入社してからずっと憧れの人であったから会ってみたい思いはあれど、立場はわきまえている。

　いずれパーティーなどで見かけることがあるかもしれない。そうしたら、こっそり美穂ちゃんに教えてあげよう。そう考えて小さく微笑む。少し気分が浮上した。いつだって私を元気づけてくれる彼女にはいくら礼を言っても足りないぐらいだ。

『着きましたよ』

『ありがとう』

　運転手にチップを渡してタクシーを降りると、写真でしか見たことのなかったホテル・ポラールシュテルン・ニューヨークの表玄関前だった。外観は東京支社とそう変わらないが、どこもかしこも清掃が行き届いていてドアマン一人一人の心構えさえ違って見える。

　私も今日からニューヨーク支社の一員なんだ。

　チェックイン業務に忙しい時刻であったが、ほとんどのお客様は夕食に出られているのかロビーは観光客の姿がまばらにあるだけだった。迷惑にはならないだろうとフロントクラークに声をかけた。

『いらっしゃいませ』

『今日からお世話になります。コンシェルジュの真嶋雪と申します。総支配人に取り次ぎをお願いできますか？』

『真嶋さんがいらっしゃったら、支社長室へと承っておりました。案内させていただきます』

　支社長室──？

　もしかしたら神倉支社長にご挨拶できるかもしれない。そう思うと緊張で握った手のひらが汗ばんだ。

　フロントクラークの後をついて行くと、奥まった場所にある部屋へと案内された。

『失礼いたします。今日から配属になった真嶋を案内させていただきました』

　中からどうぞと声が聞こえた。どこかで聞いたことのある女性の声に、私はふと首を傾げた。どこでだろう。

　重厚な扉が開けられて、十畳ほどの広さがある室内にはその場所にいるはずのない人たちがいた。

「どうして……」

『真嶋さん、挨拶を』

　フロントクラークに耳打ちされて、私はハッと背筋を正す。

『本日からお世話になります。ポラールシュテルン東京から参りました。コンシェルジュの真嶋雪と申します』

『総支配人のアナ・シュレイダーです。東京支社ではいろいろとありがとう。視察に三日しか都合がつけられなかったんだけど、あなたの仕事ぶりは素晴らしかったわ。こちらでもその仕事ぶりを遺憾なく発揮してくださいね。見知った顔ばかりで驚いたでしょう？』

　嘘でしょ──。

　先日会った時とはまるで別人。立ち居振る舞い言葉遣いから違っていて、私は目を疑った。

　ピンクを基調としたフリルが散りばめられた可愛らしい格好ではなく、隙のない黒のスーツに身を包み長い髪をアップにしているアナ様は、どこからどう見ても総支配人としての貫禄があった。

　私が会ったアナ様とどちらが本当の姿なのだろう。

『仕事は明日からお願いします。しばらくは一般客のコンシェルジュデスクで仕事をしてもらうことになると思うけど。あなたの能力ならすぐにこちらでもエグゼクティブフロアに配属になると思うわ。頑張って。ああ、あと……東京に泊まっていた間の私はプライベートの姿だから誰にも言わないでね』

　近づいてきたアナ様にそっと耳打ちされた。ごゆっくりと、アナ様は支社長室を後にされた。

　残された私はどういう態度を取っていいのかわからなかった。もう東京支社のお客様ではないし、すでに恋人ごっこも終わっている。

「あの……」

「自己紹介がまだだったな」

「え……？」

「ポラールシュテルン・ニューヨーク支社、支社長の神倉理仁だ。これからよろしく、真嶋さん」

「神倉って……高城様じゃ……そんな」

　目の前で人の悪い笑みを浮かべているのは、間違いなく理仁様だった。確かに神倉理仁と書いてある名刺を受け取ったまま、私は呆然と立ち尽くした。

　ずっとずっと憧れていた、神倉支社長。雑誌やインターネットに記事が載るたびに何度も読み返して、いつかは自分もと夢を見ていた。その神倉支社長が今、目の前にいる。

　この部屋で理仁様の姿を見た時は、アナ様と結婚式の打ち合わせにでも来たのだろうかと無理やり自分を納得させたのに。

「ニューヨーク行きが決まっても、恋人の俺に最後まで言わなかったな。君、結構冷たいな」

「恋人ってそれは……」

　アナ様のことでしょう？

　私はあなたが滞在中だけお相手をしていた暇つぶしなのでしょう？

「……っ」

　言葉を紡ごうとした瞬間身体を強く抱き締められて、私の想いは声にならなかった。

「君はビジネスパーソンとしては一流だが、恋人としてはまだまだだな。新人レベル」

　くつくつと楽しそうに笑う姿は理仁様に他ならない。

「教えてください……理仁様」

「とりあえず座ろうか」

　ソファーに案内され、私が腰掛けるのを待って肩と肩が触れる距離に理仁様も座った。

「騙していて悪かった。仕事で日本に滞在していたのは本当だが、高城は偽名だ。噂になっていなかったか？　ニューヨーク支社の人間が視察に行っていると。俺は騒がれるのも注目されるのも嫌いでね」

　この人は自分の見た目が他人からどう評価されるのかをわかっていて、いろいろな取材でもその姿を晒してこなかったのだろう。仕事での評価以外は理仁様にとっては何の価値もないのだ。

「はい……確かに総支配人と誰をニューヨーク行きに決めるかでいらっしゃってるという噂はありました」

「最初から総支配人は真嶋さん、君を推してたんだ。けれどニューヨーク支社としては東京支社でしかコンシェルジュ経験のない君を不安視する声もあって、じゃあ実際どれほどの人材かと俺とアナが見に行ったというわけでね。アナはさすがに三日しか時間が取れなかったんだが、俺はこの機会に溜まっていた休みを使わせてもらったんだよ。いろいろ試すようなことをして悪かった」

「私を……試していたのですね。恋愛をしようと私を誘われたのもコンシェルジュとしてどういう対応をするかを見たかったからですか……なら……」

　私は失格だったはずだ。コンシェルジュとしてあってはならない失態を犯し、さらには理仁様に恋をしてお客様相手にあってはならないことをしてしまったのだから。

　どうして私はニューヨークにいることを許されているのだろう。

「違う。誤解していると思った。アナが来たあたりから様子がおかしかったのもわかっていた。けど、あの時正体をバラすことはできなかった。最後の日、君を抱いたあの時ようやく手に入れられたと思ったのに、君はこれからの話をしようとはしなかった。部屋から逃げただろ？　だから、このまま終わりにするつもりだとすぐにわかったよ」

　これから結婚してしまう人と最後の思い出のつもりだったのだ。辛過ぎて、理仁様が起きるまで待っていることなんてできなかった。

　なのに今私を見つめる理仁様の表情は、二人きりで部屋で過ごしている時と同じだった。熱のこもった瞳を向けられて、何度この人の腕の中で朝を迎えたいと思ったかわからない。

「アナ様とご結婚なさるのも嘘ですか？」

「アナが結婚するのは嘘じゃない」

　ほら、やっぱり。ニューヨークでも私に暇つぶしの相手になれと仰るのだろうか。

「言っておくけど、相手は俺じゃないからな」

「え……」

「俺とアナは結構似てると言われるんだが、まったくわからないか？」

　似てる──アナ様と理仁様が？

　言われてみれば、瞳の色が同じだった。でも髪色はまったく違う。ただ立っている時の雰囲気や、顔の造形は言われてみればとても似ている。

　そういえば、アナ様と初めてお会いした時どこかで見た覚えがあると感じたことを思い出した。あれは理仁様と似ていると思ったのかもしれない。

「アナと俺は父親違いの兄妹だ。俺の父は日本人だが、アナの父親はドイツ人で生まれた時はずっとドイツで暮らしていた。離れて暮らしていたアナが俺と同じホテルで働きたいと言ってきた時は驚いたが、能力も申し分なかったし、親の反対を押し切ってまでスイスのホテルスクールに通ったらしいからな」

　アナ様との関係を話さなかったのは、二人ともがポラールシュテルン・ニューヨークの上役であったためだと理仁様は言った。

「前に外で偶然お見かけした時の電話の相手もアナ様ですか？」

　嫉妬深い自分が嫌になる。あんな風に笑いかける相手がアナ様でなかったらと、ドロドロした感情に支配されそうになってしまう。

「アナだよ。仕事が立て込んでいて来られないかもしれないからと、電話で土産を買って来いと泣きつかれた。あいつは仕事とプライベートのギャップが激しいんだよ。今回は仕事だったはずなんだがな。でも、君が嫉妬してくれたからチャラだ。あの時君の泣き顔を見てかなり悩んだよ。もういっそのことすべて話してしまおうかと思った」

　理仁様の指が私の頬に触れた。スッと指で撫でられただけで泣きそうなぐらい嬉しい。

　あれ、と一本の線が繋がっていくように、伊勢谷さんのことが頭に浮かんだ。喉に刺さった魚の骨みたいにずっと気になっていたのだ。

「もしかして……伊勢谷さんが私に何も言わなくなったのも、理仁様が関係してますか？　何か伊勢谷さんに手渡してるのを見た気がするのですが」

「正解。あの時俺の名刺をね。本人は左遷させられるんじゃないかと思っていたみたいだけどな。総支配人が一応あれでもコンシェルジュとしては優秀だと言うし、うちのホテルは失敗した者を降格させる教育方針ではない。だからしばらく様子を見るようにと言ったんだ。で、ほかに質問は？」

　それはそうだろう。理仁様の正体を知って伊勢谷さんは後悔したに違いない。自分が食ってかかった相手が実はニューヨークから視察に来た支社長だったのだから。

　最初から伊勢谷さんの私に対する嫌がらせも知っていたのなら、ロドリゲス様の一件も納得できた。

　いろいろモヤモヤしていたものが消えてスッキリはしたものの、私は一番聞きたい質問を聞けずにいた。それを口に出すのが怖い。

　私がずっと嫉妬していた相手は父親違いの妹で、理仁様は私が関係を終わらせようと思っているのをわかっていて──それで？

「いえ……ありません」

「じゃあ今日は帰ろう。君の家まで送るよ」

　立ち上がった理仁様は私の手を引くと、ほかの従業員たちが見ているのも気にせずに手を繋いだまま堂々とロビーを歩いた。理仁様が何を考えているのか私は未だにわからない。

　地下駐車場に置いてある車に案内されると、助手席のドアが開けられた。

「乗って」

「ありがとうございます」

　車はホテルからほど近いセントラルパーク東側、アッパーイースト地区へと向かっているようだ。言わずと知れた高級住宅街に私は首を傾げる。ニューヨーク支社で用意してくれたアパートはニューヨークの隣、ニュージャージー州にあると聞いていたのだ。電車で通勤ができると安心していたのだが。

　車が停まったのは、まるでホテルと見間違うほどの高層マンションの前だった。

『お帰りなさいませ』

　仰々しく頭を下げるドアマンの姿はホテルで働いている者としては見慣れているが、ここはホテルではなくマンションだ。

「あの……私の家に案内してくれるのでは」

「君の家だ。荷物もすべて運んである。ま、俺の家でもあるがな」

　エレベーターは上層階へと向かった。止まった先は最上階のペントハウス。窓から見える景色はマンハッタンの建物が一望できるほどのものだ。

　視界を遮る建物がなく空が広い。ただただ美しい景色に見惚れていたいところだが、軽いパニック状態の私には景色よりも早く種明かしをして欲しい気持ちが先立った。

「どういうことですか？」

「もう十分俺のことは知ることができただろう？　俺と結婚して欲しいと言ったら次はどう躱す？　無理です、できませんは禁句だからな」

　また──私をからかっているの？

　理仁様の真意を測ろうと、すべてを見透かされそうなほど綺麗な緑色の瞳を見つめ返した。

　私を見つめる理仁様の瞳には何度も勘違いさせられてしまう。

　もしかしたら、私を大事に思ってくれているのではないか。そう思ってしまう。

　違う。最初から理仁様は嘘などついていなかった。偽物だったのは名前だけで、いつだって本当の気持ちを伝えてくれていたのだとしたら。

「あなたを知る時間は十分にあったのに……私にはどうしても一つだけわからないことがあります」

「ああ」

「理仁様は……私のことをどう思っていらっしゃいますか？」

「仕事においてもプライベートにおいても、君以上のベストパートナーはいないと思ってる」

「私が欲しい言葉がわかっていてそう仰っているんでしょう？」

「君は恋人としてはまだまだ新人だからな。俺を好きだと言えたら、続きはベッドの中で聞かせてやるよ」

　熱情のこもった瞳が向けられて、形のいい唇が瞼や頬に落ちてくる。

「好きです。あなたのことが……大好きです」

　深く唇が重なって、呼吸の合間に俺もだと告げられた気がした。

　理仁様の腕の中で私はこれ以上ない喜びに包まれた。







「……っ、も……そればっか、や」

　カーテンからは眩しいほどの太陽の光が差し込んで、理仁様の逞しい身体を照らしていた。

　ポラールシュテルンのスイートルームより豪華な部屋を楽しむ余裕もないまま、服を脱がされた。

　キングサイズのベッドの上で喘ぐことしかできない私は、ただこの人の手に翻弄されるばかりだ。

「理仁様っ……も、ほんとに……」

「様、じゃないだろ」

　理仁様の手で広げられた足は閉じることさえ許されない。私の足の間から顔を覗かせ、濡れた手を舌で舐める様を私に見せつける。人の悪い笑みを浮かべながら、心底楽しんでいるようだ。

　チラリと視線を向けると、わざとらしく赤い舌の先を花芯へと触れさせる。もどかしく身を捩っても身体を掴まれていては、声を出すことしか叶わない。

「お願い……り、ひとさん」

「じゃあご褒美あげなきゃな」

「あぁっ……」

　キュッと指で花芯を引っ張られてグチュっと音を立てながら舌が中へと入り込む。唾液で滑った舌で内壁を擦られると、足の間からはとめどなく愛液が溢れでた。

　もう早く達したいと身体が訴える。無意識に理仁様を誘うように腰が揺れた。舌に押し当てながら自分で気持ちのいい場所を探す。

「はぁっ……ん、そ……れ、気持ち、い……」

「普段の君からは想像できないな、これは」

　困ったような呟きも私の耳には届かなかった。ただもっと触って欲しいと、理仁様の身体を求めるのを止められなかった。

　濡れた秘部に理仁様の息がかかる。冷たく感じるそれすらも、今の私には快感となった。クチクチと断続的に水音が鳴り始めると、ジンと身体の奥が疼いて堪らない。

　察したように指が突き入れられれば、痺れるような陶酔感の中に身を任せるしかなかった。

「あぁっ……はっ」

　チュッと秘部から溢れでる愛液を吸われて身体が落ち着くのを待つと、理仁様の昂りが目に入った。

　これからすることを想像して恥ずかしさに目を逸らすと、理仁様に手を取られた。

「な、にを……」

「いいから、触って」

　初めて触れる性器はドクンドクンと脈打っていて、私を欲しがっているかに思えた。ツッと指を滑らせると理仁様が息を詰める。

　もし私のせいでこうなっているとしたら、こんなにも嬉しいことはない。

　どうすれば理仁様を気持ちよくしてあげられるだろう。

　私は身体を起こすと、理仁様の足の間に顔を近づけた。

「さっき……の」

　理仁様に見られていると考えるだけで、火が噴き出しそうなほど恥ずかしい。けれど、私が何をしようとしているのか気づいた理仁様は嫌ともダメだとも言わなかった。

　私は昂りに顔を寄せ口に含んだ。先走りで濡れた性器が口の中で新たな蜜を溢れさせた。

「……っ」

　さっき理仁様がしてくれたように。それを思い出して先端を吸い、舌を這わせる。口を動かしながら唾液を絡ませて手で愛撫を加えると、理仁様の口から荒く息が吐き出される。

「もういい」

「気持ちよくなかったですか？」

　私がシュンと肩を落とすと髪を優しく撫でられた。

「いや、楽しみはもっと余裕がある時に取っておく。今日は君の中でイキたい」

　抱き合ったまま身体を起こされて膝の上に乗せられた。唾液でしとどに濡れた唇を舐められた。胸に顔を埋めるように抱き合っていると、理仁様の屹立が私の腹部にあたって落ち着かない。

　軽く唇が重なる中モジモジと身体を揺らしていると、後ろから回ってきた手が腰から尻へと滑り下り、理仁様の足を濡らす秘部へと辿り着いた。

「んっ……あ……」

「ずっとこんなに濡らしてたのか？　いやらしい身体だな」

「……っ、い、わないで……」

　ぬるりと指が濡れた襞の上を行き来する。耳の中に舌が入れられ、チュプチュプと大きな水音が立つ。愛液がかき混ぜられる音なのか理仁様の唾液の音なのか、はたまた両方なのか快感に溺れた頭では理解できなかった。

「あぁっ……」

　グッと腰が押しつけられて昂りが花芯を擦った。ゾクリと快感が背筋から頭の天辺へとこみ上げて、あとは落ちていくだけだったのに理仁様は最後の絶頂を与えてはくれなかった。

「どうして……っ」

　もうお願いと縋りつくように首に手を回せば、耳たぶを甘噛みしていた理仁様に囁くように告げられた。

「欲しかったら自分で挿れてみろよ」

　力強く抱き締められて濡れた入り口が硬い先端で撫でられた。このまま腰を掴んで下から揺さぶられたい──そんな欲求が頭をもたげるが、どうやら主導権は私にあるらしく焦らすような動きが繰り返された。入りそうで入らない、下肢に感じる疼きが全身へと広がっていく。

「も、う……っ」

　お願いと視線だけでねだってみても理仁様は実に楽しげで、すっかりほぐされた入り口を性器の先端でさらに開かれる。私をいじめて楽しむのが好きなんだろうか。

「……っ」

　私が動けないでいると、理仁様はますます追い討ちをかけてくる。

「ほら……雪。早く。俺も我慢できない」

「名前……どうして……」

　私の名前なんて知ってると思わなかった。理仁様はずっと私のことを真嶋さんと呼んでいたし、名乗ったこともなかったのに。

「恋人の名前ぐらい知っている。当然だろ……っていうか、そんなことで君が喜んでくれるなら、もっと早くに呼べばよかったな」

「もっと呼んでください……好きだって言って」

　迫り来る欲求に抗うことなどできず、ほんの少し残っていた理性は簡単に崩された。私は理仁様の性器を軽く握り締めると、肩に手を置きゆっくりと腰を落としていった。先端が濡れてぴっちりと隙間なく入り込んでいく。

「ふっ、あ……あっ……理仁さ……気持ち、い……」

　チッと軽く舌打ちが聞こえ強く腰を掴まれた。身体全体を上下に揺さぶられて、私の身体は歯が噛み合わないほど快感に震えた。

「ああぁっ……」

　重力で身体が落ちるたびに性器の先端が最奥を擦った。無意識に理仁様の動きに合わせるように私も腰を動かしていた。

「あ、はぁっ……ん、いっ……それ、いいっ」

「……く、っ」

　結合部から響く水音が激しくなるにつれ、耳元で聞こえる理仁様の息遣いも荒くなっていく。それが堪らなく嬉しくてもっとと何度もねだった。

「ん、なに……？」

　トンと身体を押されてベッドに倒れこんだ。どうしてやめてしまうのと涙ぐんだ瞳を理仁様に向ければ、幼子をあやすように額に口づけられた。

「気持ちよ過ぎて俺が保てなさそうだからな」

「あっ……」

　チュプっと卑猥な音を立てて性器が引き抜かれた。喪失感と共に足の間に愛液がトロリと流れていく。

　横向きに身体の位置を変えられて、背後から左足だけを上に持ち上げられた。秘部をさらけ出しているような格好に羞恥で全身が火照る。

　思わず足の間に目を向ければ、テラテラと濡れた秘部と血管が浮き出るほどに雄々しく猛った性器が視界に入った。私に見せつけるようにゆっくりと入れられた性器は、引き抜かれるたびに愛液で濡れて光っていた。

「ふ、あっ……こんな格好……恥ずかし、です」

「奥、突かれるの好きだろ？」

「ひぁっ」

　勢いよく最奥を突かれて声にならない嬌声があがった。もう見ている余裕なんて私にはない。ギュッとシーツを掴んで背後から与えられる快感を享受していた。

「好き。理仁様のこと……好き、なんです。あぁっ……」

　ドクンと内壁を擦る性器が脈打ち、中で膨れ上がった。私の弱い場所を何度も先端で擦られて、身体中に言いようのない快感が走る。

「あっ、あっ、はっ……も、イッちゃ……」

　お酒に酔った時のように意識が朦朧としながらも、理仁様の声だけははっきりと聞こえた。

「俺も好きだよ。雪」

　生温かい精液が注ぎ込まれた瞬間、私の意識は真っ逆さまに落ちていき充実感と倦怠感に同時に襲われた。もう目を開けてもいられない。

「愛してる」

　頬を優しく撫でられて、再び身体が快感に目覚めさせられる。

　汗ばんだ肌がぶつかる音と自分のものとは思えない嬌声。

　もう現実なのか夢なのかもわからないまま、ただ次から次へと迫り来る波の中にいつまでも揺さぶられ続けた。







　チュッと額に触れられる感覚に意識が浮上した。ゆっくりと目を開けると、ところどころに薔薇の花があしらわれたオーナメント柄の天井と、豪華なシャンデリアが目に入った。

　驚くほど頭がスッキリしている。こんなにも快適な朝を迎えられたのは久しぶりだ。いつ寝たのかも覚えていないが、空が明るいならば軽く十時間以上は寝ていただろう。

「起きたか？」

　すぐ隣から聞こえてきた声に、昨日のことが夢ではなかったのだと安堵の思いが広がった。

「理仁様……」

「君はいつまで様付けで呼ぶんだ？　俺はお客様じゃないだろ」

　確かにこれから私の上司になる人に向かって理仁様はないかもしれない。私は今更ながら青ざめた。

「神倉支社長……」

「本当に君は」

　額に手を当てた理仁様は、私をツッと睨むと疲れたようにため息をついた。やれやれと肩を引き寄せられて、私もおずおずと遠慮がちに背中に手を回した。

「すみません」

「恋人だと言っただろ。理仁でいい。ま、この面倒なところも好きになったんだから俺が一から教えていくけどな。愛されることにはそろそろ慣れろ」

「り、理仁さん」

　聞き間違えでなければ、今好きと言われたような気がする。昨日のことも信じていないわけではないが、なんだか現実味を帯びてないのだ。だから何度も何度も確かめたくなってしまう。

「ん？」

「聞いてもいいですか？」

「なに？」

「いつから、あの……私のことを」

「君は何でも言葉で聞きたがるな」

「聞かせてやるって言ったじゃないですか」

「愛してるって何度も言っただろ？　ああ、気持ちよ過ぎて覚えてないか？　何回したか教えてやろうか？」

　クスリと笑われて昨日のことが思い起こされる。確かにあまり覚えてはいないが、理仁様の声と言葉だけはやたらと耳に残っているのだ。荒い息遣いの中囁かれた言葉を思い出せば、とてもじゃないが平常心でいられない。

「理仁さんってズルい」

　あまりの恥ずかしさに理仁様の胸元に顔を埋めれば、どこか嬉しそうに髪に口づけられた。私が素直に甘えるだけで喜んでくれるならいくらだってそうしよう。

「そうやってコンシェルジュの仮面を外している間はいくらでも言ってやるよ。雪、愛してる。だから俺と結婚して欲しい」

　冗談めいた言葉の中に理仁様の本心が感じられる。時々意地悪はされたけれど、本当はいつだって真っ直ぐに気持ちを伝えてくれていたから。

「では……謹んでお受けいたします」

　ベッドの中でシーツに包まりながら、二人で顔を見合わせて笑った。

「さっきのいつからってやつ。種明かしするとな、君を食事に誘った時酔って倒れただろ？　あれが計算じゃないって知った時……だよ。酒に弱いとか普通計算だと思うだろ？　まさか、ベッドの上で土下座するとは思わなかった。初めて見たんだよな、土下座」

　理仁様はベッドに頭を擦りつけんばかりに土下座する私を思い出したのか、口元を押さえてくつくつと笑い出した。この人に愛された瞬間が土下座だなんて──。

　あの時の私はパニック状態で、ポラールシュテルン東京のコンシェルジュとは思えない対応だった。本当に頭が真っ白だったのだ。空いた時間に世界カクテル名鑑を読み込んだため、今はもうあんな失敗は絶対にしない。と言うより、後にも先にもお客様と食事に行くことなどあの時限りだ。

　きっと私は理仁様に一目惚れだったのだ。だからとっくにコンシェルジュの仮面なんて外れていたんだ。

「あ……仕事の準備しなきゃ」

　壁にかけられた時計を見ると、もうすでに朝の七時を過ぎていた。

「アナは厳しいからな。頑張れよ。ああ……そうだ。カードキーを渡すのを忘れていた」

　ベッドから起き上がろうとすると、再び離すまいとして理仁様の腕が腰に回った。部屋の鍵を手渡され本当に一緒に住むのだと実感が湧く。

「君が帰る家はここだからな。もう逃げるなよ？」

「はい」

　大好きな人と一緒に住むことになったと報告したら、美穂ちゃんは驚くだろうか。

　きっと祝福してくれるだろう。

　そして、いつか私は──理仁様の隣に堂々と立てるようになりたい。

　愛する人のお嫁さんとして、そしてニューヨーク支社長の片腕としても。
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『で、そっちはどう？　う・わ・さの神倉支社長とは？』

「美穂ちゃんからかわないでよ……もういじめられるのはあの人だけで十分」

『へぇ～いじめられてるんだ～いいなぁラブラブだぁ』

　ニューヨークと日本、一〇八六六キロの距離があっても電話の向こうで美穂ちゃんがニヤニヤと笑っているのがわかった。

　私の好きだったエグゼクティブスイートのお客様は、実は憧れの神倉支社長だったと告げた時の美穂ちゃんの興奮っぷりは相当なものだった。

　祝福してくれたものの、代わりに二人の生活を事あるごとに詳しく話して聞かせろと要求してくるので困ったものだ。

　美穂ちゃん曰く〝私には潤いがない〟から仕方ないらしいが、最近できたばかりの彼氏と上手くいっているのだと聞いた。

『でも、大変だよね。シュレイダー総支配人、来年結婚式なんでしょ？　それまでにニューヨーク支社でエグゼクティブフロアの担当になれだなんて。ま、雪ちゃんはそういうこと言われると逆にやる気出すタイプか』

「そうかもしれないわ。あの人にいじめられるのは今に始まったことじゃないけど、なんだろう……理仁さんって、妙に人のやる気を引き出すのが上手いのよね。私だけじゃなくて、部下に対してもそう。仕事してるところ見てると、ああ本当に神倉支社長と働いてるんだって感動しちゃうぐらい」

『うわぁ～惚気られた！　ご馳走さま！　でも支社長と仕事でそんな接点ないんじゃないの？　恋人ってこと抜きにしてもいちコンシェルジュと話とかしてくれる？』

「そう……それがね」

　私はニューヨークで暮らし始めてすぐのことを美穂ちゃんに話した。







　ニューヨークに来た当初、私が働いているのは同じホテル・ポラールシュテルンだという甘えがあったと思う。東京とニューヨーク、支社は違うけれどコンシェルジュとして学んで来た六年間はきっとここ、ニューヨークでも役立つだろうと、そう思っていた。

　けれどお国柄の違いは、私に自信を失くさせるに十分だったのだ。

『ねぇ！　ビュッフェのクロワッサンが美味し過ぎて食べ過ぎちゃったじゃないのっ！　昨日から六ポンドも増えちゃったのよっ！　どうしてくれるのっ』

　そんなに食べ過ぎなければよかったんじゃないですか……とコンシェルジュデスクにやってきたお客様相手に思わず声が出かかった。

『ミラー様。大変申し訳……』

『六ポンドよ！　六ポンド！　どうせあなたはビュッフェって言ってもね。美人らしく野菜しか食べないんでしょうけど。あんな目立つところに美味しそうなクロワッサンが山のように置いてあったら食べちゃうに決まってるじゃない！』

　ミラー様が太ったことに怒っているのか、はたまたクロワッサンの置き場所に怒っているのかいまひとつわからない。日本でこのようなクレームを受けたことがなかったために、正直どう対処していいものかわからなかった。

　さすがアメリカ。ものの一分もしないうちにマネージャーを呼べという話になり、シュナイダー総支配人に来ていただくしかないかと考えていた時──。

『ミラー様。当ホテルのご利用いつもありがとうございます』

　聞き慣れた声がミラー様の背後から聞こえてきた。ロビーの様子を見に来ることもあると本人が言っていたし、何度も見かけたことがあるからそう驚くことではないが、理仁さんの声に安堵したのは事実だ。

『あらぁ！　神倉支社長』

『また食べ過ぎてしまったんですね』

　私に向けられる少し意地悪な微笑みとは一八〇度異なる、取ってつけたような美しい笑顔を全開にした神倉支社長──理仁さんがそこにいた。

『そうなのよっ！　いつも言ってるでしょう！　あんなところに美味しいものたくさん置いたら、また太っちゃうじゃない。どうしてくれるのよっ。返品よっ返品！　お金返してよ！』

　言いがかりでしかないミラー様の言い分に理仁様はどう対応するのだろうとハラハラしながら見守っていたが、その対応は驚くべきものだった。

『ですから言っているでしょう？　食べた分の六ポンドを、当ホテルのジムをご利用いただき一日で痩せることができたら返金に応じますよ。私も最近運動不足なんです。どうですか？　ご一緒に』

『神倉支社長が一緒に行ってくれるならいいわよ。約束ね。六ポンド痩せたら返金よ？』

『ええ。約束しましょう』

　そうして理仁さんはミラー様と腕を組みながら、地下にあるジムへと仲良く行ってしまったのだ。もう驚くほかにない。ちなみに返金しろと言いながらも、ジムの利用代金はしっかりと支払ってくれたのだ。

　後で聞いた話だと、ミラー様はクレームの常連で理仁さんに会いたいがために言いがかりをつけている有名人らしいが、アナ様も理仁様も決してミラー様を蔑ろにすることなく対応なさっているそうだ。

　ミラー様がポラールシュテルン・ニューヨークを利用し、初めてのクレームはごく普通のものであったらしい。

　しかし一度目の対応を理仁さんがしたことで、ミラー様はポラールシュテルン・ニューヨークをたいそう気に入り、今では年間五十日以上利用してくれる超常連の顧客になった。

　言いがかりをするお客様だとミラー様を下に見てしまった自分を恥じた。私もいつかあの人のようになれたらと、理仁さんに再び憧れを抱かずにはいられなかった。







「そういえば、雪。俺のことを東京のブライダルスタッフに話しただろ？」

　もう寝ようかとライトを消しベッドに入る直前、隣に寝ている理仁さんに若干拗ねた口調で告げられた。自分が噂になるのがあまり好きではない理仁さんは、何の話をしたんだと聞いてきた。

　どうも昼間の支社長としての理仁さんとのギャップが激し過ぎて、恋人としての理仁さんといるとドキドキが止まらない。

　理仁さんの腕がいつもの通り腰に回る。耳元でその声を聞くだけで触れられた場所から熱が広がり私が感じてしまうのなんて、どうせこの人はお見通しなのだろう。

「美穂ちゃん……新城さんにミラー様の話をしたんですけど、ダメでしたか？」

「いや。ダメじゃないが。東京に出張に行くとやりにくいんだよ、あの子」

　理仁さんにも苦手な人っているのかと驚いてしまう。美穂ちゃんが出張で東京に来た理仁さんにどういう対応するかなどわかりきっている。私とのことを根掘り葉掘り聞いたに違いないのだ。支社長だからって遠慮するような思慮深い性格はしていない。

「理仁さんとのこと……惚気られる友達が美穂ちゃんだけなんです。仕方ないじゃないですか」

「本当に君、俺の扱いが上手くなったよな。でも別にこっちでだって婚約中のことを隠してないだろ？　アナの結婚式が終わったら、次は俺たちだからな」

　理仁さんの手がパジャマの中に入り込んできた。もうこうなってしまったら、私に抗えるはずがない。

「……っ、ズルい。こっちの人って上司と部下が付き合ってようが別に普通じゃないですか。なんか感性が違い過ぎてどうしていいかわからないんですよ」

「まぁ、君は同僚と飲みながらカップルだからってキスできるような厚顔さはないだろうしな」

「ちょっ……理仁さっ、あ……」

「もう黙れよ」

　パチンとライトの明かりを消されて理仁さんの身体が覆い被さってくる。私がその背中に手を回すのもいつもことだ。
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　もう何度同じ夜を共にしただろう。

　なのに未だにあなたに憧れてやまない。これからもずっと。
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